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地震 学会 々 則 


本 会 は 地震 お よび と れ た 関連 する 諸 現 象 の 研究 並び に その 応用 に 関す る 知識 を 交 
換 , 普及 し 震 火 災 防 止 に 貢献 する と と を 目的 と する . ー 
本 会 は 地震 学会 と 称し て , 事務 所 を 東京 大 学 地球 物理 学 教室 内 に おく. 

本 会 は その 目的 を 達する た め 下 記 の 事業 を 行う ・ 

Gi) 通常 総会 お よび 臨時 総会 (ii) 学術 講演 会 

Gi) 会 誌 「 地 震 」 の 発行 Gv) 其他 必要 な る 事業 
通常 総会 は 毎年 必ず 1 回 適当 な 時 期 に 行い , 臨時 総会 は 委員 5 名 以上 ある い は 会 
員 30 名 以上 の 請求 の あつ た 時 に 開く . 総会 の 成立 は 普通 会 員 1/5 以上 の 出席 
(委任 状 を 含む ) を 要する . 
本 会 々 員 は 名 誉 会 員 , 普通 会 員 , 購読 会 員 , 及び 賛助 会 員 と する . 会 員 と な ろう 
と する 者 は 会 費 1 ケ 年 分 を そえ て 本 会 事務 所 へ 申込 む や も の と す る. 
地方 ある い は 特別 の 機関 等 に 支部 も お く と と が で きる . 
委員 長 1 名 , 委員 若干 名 を お く . 1 
委員 長 は 本 会 を 代表 し , 各 委員 は 編 輔 , 旗 務 , 会 計 等 の 事務 を 分 揚 し , その た め 
に 若 二 名 の 幹事 を お く こ と と が 出来 る . 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する . 

会 に は 顧問 若 二名 を お く と と が で きる . 
委員 は 普通 会 員 の 互選 (に よ つ て 選出 する . 委員 長 は 委員 の 互選 に よる . 委員 長 及 
び 委 員 の 任期 は 1 年 と し , 再選 を さま た ば げ ない. 
委員 及び 委員 長 の 更 送 期 を 3 月 末 と する . 途中 補欠 と し て 加 つ た も の の 往 期 は 前 
任 者 の 残存 期間 と する . 


附 則 
普通 会 員 , 購読 会 員 の 会 費 は 1 年 400 円 と する . 
会 費 年 1 口 (10000 円 ) 以上 を お さめ た も の を 賛助 会 員 と する . 
支部 の な いと き は 連絡 幹事 を お く . 連絡 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する . 
会 則 は 総会 (又は 臨時 総会 ) に 於 て 出席 会 員 の 過半 数 の 賛成 に より 改訂 叉 は 附 
加 す る と と が 出来 る . 
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A Simplified Method for Harmonic Analysis by Means of 
SQqUuaTe Wave Expansion. 
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Abstract. 


2 ア 
- 8 の COS の 1 の (72 の 
Instead of usual harmonic analySiS 隊 縛 隊 時 (の 7727 g | 須 間 = こ 17 の る (Z の 


の | is adopted as a first approximation, where oe(7z の are Square wave functions having 
wave number m within 2x. The relations between 2 がり and ma 呈 were derived. Using 
/ 
these relations, we can obtain (5 from 1 more easily than by the_usual mothods. __ 

ル //7 77% 


[IT] 連続 周期 画数 を Fourier 級数 に 展開 する 場合 
連続 週 期 画数 や を Fourier 級数 に 展開 する 場合 に , Fourier 係数 (る @。 の の) 【 


2 ア 


に 


| ee 7( の cos 77 の / 


2 ア 
| 7( の sin 72 7 
0 


6 二 2 の き (0 ラン 2 5 し 交 計 
(1 ) 式 に よ つ て 与え られ る Fourier 係数 (2。 2。 ) の 第 一 近似 と こし て 


"ヒート ーーー レー | "ー 引 opeoe 
= 1 

の cz の 1 (2 ) 
ご 7 ぁ - 引 げ ( の の (72 ) 


の (の Fig.1. 
を 計算 する 。 但し の (の , の (2 の, は 波数 2 の 逢 形 週 期 画 数 , 即ち , coS 22 ゐ sin 2 と 天 
ぇ 符号 の み を 同じ くし , 1 又は 一 1 の 値 を と る 函数 で ある 。(Fig 1 ) 。 式 ( 2 ) の 計算 は , 分 析 


すべ き 資 料 の 値 の 加減 演算 の み に よ り 求 め ある と と が で きる 
一 方 , 式 (2) の 右辺 の の (2 の , ゆ の (2 の は Fourier 級数 に 展開 され , 


202 波 。 腸 生 疫 証 交 


2 
| の 王 2 7 の | tcos 727 一 』 COS 72 COS の 202 ) | g/ 
| う (3③) 
| 記 4 ョ 帆 1 1 1n 5 タク た ーー 1 
の ョ | 7 の | (sm 72/ 十 95 Sin 327 上 万 Sin 5 22 た 十 ) | 4 
と か く と と が で きる か ら , 結局 
の 1 1 1 
| 2 の 一 3 278w 十 事 の 5 一 の 7x 十 2220GCO ) 
(4) 
1 
| グー ネ ( 5 ee 二 万 2sw が m の の の 63 る ) 


で ある 。 
実際 の 計算 に 当 つ て は , 先 づ (@/, %/) を 充分 収 公 す る 次 数 まで 求め , 次 に 表 T に 従 つ て 

高 次 の 項 か ら , 順 々 に 低 次 の 係数 を 求め れ ば よい 。 低 次 の 項 を 求め る 場合 に , その 必要 と する 

近似 に 従 つ て , 小さ い 値 を も る つ 高 次 の 頂 の 影響 は 適当 に 省略 し て 行 つて 差 放 な い 。 

と の 計算 に お いて は , 


問 還 | LU 1 2 3 
の ー テ 19%ー 3 Gee 二 ち 5 oo ) を , 或 る 有限 の 項 ま で で 切る わけ で あ る が , その 共 に 


生ずる 誤差 を 評価 し て みる 。* 


1(" 
wー テ | の COS 7 7 
は 部 分 積分 に よ つ て 
1 3 ま 
= っ 寺 き Te | 7( の と ち Dsin が お の た 
0 
0 全 28025 。 
(1) ? 2y 
2 アプ (の "7 cos 72Z 7 
0 
1 軸 
の ー テ (<。ー す の 5 25w 一 ROCK ) SSIGIO 人 
プ ( の そ 〉 が 看 下 も s | の (の で | Mo な ら ば 
と な る か ら 
/ 4 | 8 7 1 中 川 
2 の 。 | 三 まさ l 3 だ +1 十 5E+1 十 E+i 十 FT ] 


右辺 は 7 3 遇 に 対し 明 ら か ( と 収載 し SS 7 お で ある 。 これ か ら |g- つ 5 ァ ツ の x が 評価 


され , の が 滑ら か な 函数 で ある な ら ば , m を 少し 大 きく と れ ば の 。 は 47z・g。 に 充分 近い 。 
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LT せ ] 間 歌 観測 値 を 有限 Fourier 級数 に 展開 する 場合 


分 析 す べき 画数 が 2z 個 の 等 間隔 の 点 の み の 値 と し て 与え られ た 


(と は , 有限 Fourier 


級数 の 係数 は , z 三 6 の 場合 に 対し て は 


. 1 11 2 
| の 。 一 2P/ cos( 2 2) 
(人 
1 せ 8 の 27 
の 。 三 6 Sin 信 寺 うり 
(に よ つ て 与え られ る 。 前 述 の 式 (2) に 対応 し て , 
ee し Se > 生 攻 ye 1 
ッッ be に J に JJ に お | と や / の :(2) 
の ) 
Flg. 2 


の 2 P の > 
が (の ぁ の ) の 第 一 近似 で ある 。 但し , の z(《⑰, の:(?) は cos( - 坊 2 si (- 寺 と 符 写 の み 


を 同じ くし , 


1 か 一 1 の 価 を 22 1 


園 の 点 の み に お いて もつ 了 貫 数 で ある (Fig2)。 と の の 


は 有限 Fourier 級数 に 展開 され , 前 述 の (4) 式 に 対し , 次 の 式 が 得 ら れる 。 


の o" 
レシ 


(人 %ー⑳ 


| ( 


博 協 
) 


の 
の 5 


(2+ 3 4 


1 


s+ っ =(2- ツ 3)( の ) 


(2 リー 和 ⑳- め の) 

の 3 王 の 3 (5 
[ (= (2+ ア 3(⑳+ な ②- ツ 3)( め ) 
| 0-v3⑳ 

放 介 


と の 隊 立 方 程 式 を (@, ) に つい て 解い た る の を 表 2 (B) に 示す 。 

実際 の 計算 に 当 つ て は , 表 2(A) の 符号 に 従 つ て , 資料 の 値 を を その まま 加減 算 し て (の ) 
を 求め , 次 に 表 2 (B) に 従い (2。 の) を 求め れ ば よい 。 

24 項 の 有限 Fourier 級数 の 場合 も 之 と 全く 同様 で , 実際 の 計算 は 表 3(A), (B) に 従 つて 


う 。 


* 気象 研究 所 , 小河 原 正己 氏 よ り の 書 信 に 依る 。 
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有限 Fourier 級数 に 展開 する 場合 に は , 波数 7z の 鑑 形 波 が , 


2 以下 の 波数 の 波 を 含む 場 


合 が ある た め , LT] の 場合 程 簡単 に な ら な い 。 


坪井 先生 , 


小河 原 正 己 氏 の 御 指導 , 叉 , 


あつ く 感 謝 す る 。 


12 次 


リリ ミ り 〒3 ⑳+ 


90 の は 


安芸 敬一 氏 と の 議論 に 追う と と ろ が 多い 。 終り に , 


6 次 


9 
+ は (59) 


75(9* 古 (8 


1 の 14 まま まう 
の (6 ha 


Fa(% 


りほ きめ 1M] 
WE 
469 Fire 
(9=4⑳ 尼 ba 
⑳-19 Fi9-ー 
=) (8 かー 
9=406 89 
(69) F 交 か … 
0 りー4(6 り 880 
(9 屋 16 の iC 
09EtOE ま 9 
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家 2, A 
| 
12e/ 6/ 6gs7|6g/|6g7 64716g/ 66/| 65/| 6 | 6 68g 
多 | キ | キ |+| rl+jrl+l GO KO の 
9 「 お 「 4 まこ 愉し エビ ャ | 
92 ョ 十 yi: そ | = 三 十 | 寺 ョ に ヨコ | 〇 = : 
3 SI sh 529 lO | 。 1LIO。 』 ーー、 (1G まま 
4 二 ー ー | 二 ー ー 二 | 二 ae 〇 半 テ 
MEAN に お 肖 に ニー に に キ いっ ー トキ ホー 
II 4 GLGZ 放 O の 
0 が lk | O | - 「 に tm は 生 は 
98 トド ホ | 1 ラー トド の 1 ま 
9 4 で LO 1 6 の LSE IO 1 
06 el た 10ー | RIN ー|-|O の |」+|+ 
めも | | 。 よ | | 3 本隊 当 者 ーー ー | ュー トー ーー | トー 
【 例 の / 三 (一 2 十 4 一 6 十 95 一 ho)/6] 
家 2, B 
cos の 係数 sin の 係数 
の o 三 の 0/ 
gi/ / 6 
6 三 の 6/ | 
/ @ 三 0.750 gs/ 二 0.500 g。/ 三 0.866 6。/ 
| み ニ 0.750 g/ 二 0.E00gy ) 0.866 5/ 
g 三 0.808 2,/ 0.250 2。/ 一 0.058 g。/ =0.808 一 0.250 7 一 0.058 5。/ 


gs 三 0.808 g。/ 上 0.250 gs/ 一 0.058 2/ 、6。=0.808 5』/ 一 0.250 67 一 0.58 8」/ 


206 疫 -t 半 19 交 9 次 


の お 還 で 計 
242。/ 242」57 | 122」7 12Z」」7 | 122。/ 1221。/ | 122。/ 12g。/ | 1224/122。/ 12751225 目 12262 
1 【 和 | 生け ト | 北 に 
2 d 2 ] 3 3 ig 〇 〇 で 5 3 3 E 
偶 | % 半生 し 2 
96 OTD | Zn は /nO 41700 meE に ゆり つ 08 
数 | %s 十 0 
00 | We を 人 0 か Wh ta 32Yhe7 の | キキ | its 肖 
者! We-| Ja 1| サー | に ーー キ ) キキ 0 コジ 時 
5 2 ーー に 3 5 O) (0 ビニ E 3 定 ー 「 
所 Ve 1 1 (NMM Ma 一 と 1 F | を っ ろり 中 まま | 貯 | 
9e | at/Oe el と 15 の | キ まま | 0 ES 
2 人 ま 中 キー と 1 まま 。 た | や いま | お oe 
9z2 | 十 地 2 中 3 な の う ま 5 「 
ーー | 
0 還 天 。 さ MON SMG の | トー | 
NNN だ や WW ーー YS 
WI 0 
AO ok。 0 RE | 
9 | や 1 | 
人 | 
915 ai ge 二 Bl 〇 (@) 十 ー ー に EE 
項 N7 | すす 一 > 6 年 。 十 。 一 年 
Goal 近 。 MM 2 ドー EMI 上 お | ーー ご 0 1 
00 al 識 Yh  -ー 0 デー。 
28 計 | 還 i 記 半 三 ae 誠 士 ー ョ s ーー ロロ 計 


例 ター Io 寺 % 一 一 一 9 十 9io 十 75 十 9i4 一 ie 一 he 一 950 十 9 二 (9』 ーー の 十 の 寺 9 の ーー リョ 
圭 9ss)1/12 
の s/ 王 [( 4 34 ク 
ヶ )]/12 
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2 つこ 
| 126,7 128/| 12。7 125」/ | 12847 1286/ | 126/ 120。/ | 125。7 125。7 | 12gg 
OO | MS 。 o | 〇 | @wss@ 
9 ae 5 | Se ー 二 ー 十 5 昌 
偶 94 Uiom ギコ コー | や 。 の お 3 wiOESL0LzTF 
96 = に 一 〇 〇 王 = | 〇 〇 。 = 
数 | FN の Ole 0 an 再 0ca 
9io ヨ ー | 一 十 十 ー = 5 由 に 
番 の 2 清 還 の 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑥ 〇 〇 
ekig se 才 に よー 0530 0 NN0 0 op (0 
項 9 お OF BPI-H TaHP50 9 In の も 1 0O'EO お 9 人 人 ーー 
91s ト * 直 Lu 〇 ga 主 〇 〇 ー Bi 
20 | g デ ョ に 一 壮 〇 〇 3 デー 十 に 
22 いっ ria 5 3 ーー 邊 ーー ョ に ー 十 
の 二 | 二 土 | 圭二 | 二 - 填 | 二 
93 馬 = ss キナ チョ | の OO0 IN っ 
95 二 ー ー | 一 一 ま 
ん 4 2 5 ニー 。 】 室 に | = 
数 99 の 〇 | 一 一 十 
IN 
番 ME GT で 7g2 ま ー 一 キ 寺 キ ー。 一 十 
915 5 in 9 2 三 ( (⑳ 表 中 ー 
項 917 ーー た 中 寺 ー 一 ー 一 時 
19 暫 = = ン 2 di Bl 3 5 回 = ニ 三 
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208 0 弄 人 月 gn の 2% 


し た に コン 

g 三 0.7500 24/ 二 0.5000 4」。/ 
gs 王 0.7500 2』/ 十 0.5000 g。/ 

g。 三 0.8536 2。/ 十 0.1464 の 5 


cos の 係数 go。 王 0.8536 2。/ 十 0. 1464 g。/ 
gz 三 0.8080 2。/ 十 0.2500 gz。/ 一 0.0580 2」。/ 
go 三 0.8080 Zi。/ 二 0.2500 2。/ 一 0.0580 z。/ 


gー0.8223 2」/ 上 0.3018 2』/ 一 0.1411 2。7 上 0.0831 2。/ 一 0.0518 2。/ -0.0142 2」」/ 
giー0.8223 47 上 0.3018 g。/ 一 0.1411 2。/ 十 0.0831 g。/ 一 0. 0518 gs/ 一 0.0142 g,/ 
g。 三 0.8223 2。/ 二 0.3018 2。/ 一 0.1411 2」/ 上 0.0831 Z」」/ 一 0.0318 g。/ 一 0.0142 g。/ 


yg の =0.8223 2。/ 十 0.3018 2。/ 一 0.1411 2」/ 二 0.0831 2,/ 一 0.0318 g。7 一 0.0142 2。/ 


0 人 y 

ニ 0.8660 5。/ 

0.8660 5 

0.8536 5 一 0.1464 6 

=0.8536 /- 0.1464 8。/ 

SIn の 作 数 ) 』 0.8080 一 0.2500 5 一 0.0580 5. 

8 三 0.8080 一 0.2500 5 一 0.0580 6。/ 

0.8223 5 一 0.3018 6。/ 0.1411 6。/ 一 0.0831 5。/ 一 0.0518 6。/- 上 0.0142 57 
三 0.8223 ソー0.3018 6 一 0.1411 6 一 0.0831 6。/ 一 0.0518 6。/ 上 0. 0142 5 
=0.8223 6。/- 上 0.3018 6 一 0.1411 5/ー0.0831 7 二 0.518 7 上 0.0142 67 


=0.8223 な 十 0.3018 5。/ 一 0.1411 一 0.0831 6./ 上 0.0518 5。/ 上 0.0142 6。/ 


金 有 鐘 山 に お ける 第 2 回 大 爆破 作業 
に よる 地震 動 の 観測 


東北 日 本 に お ける 第 5 回 爆破 地震 動 稔 測 
爆破 地震 動 研究 グル ー プ \ 
(昭和 29 年 7 月 20 日 受理 ) 
Observations of Seismic Waves from the Second 
Kamaisi Explosion 
The Research group for Explosion Seismology, Japan. (Received July 20, 1954) 
September 13th, 1953, nearly 42 tons of explosives were detonated at Kamaisi 


Mine, Iwate Prefecture in the northeastern part of Japan. Location of the explosion was 
almost the same as the first explosion in the Kamaisi Mine of 1952. Observations of 
seismic waves generated by the explosion were made at fifteen temporary stations set up 
in the north-south directionS. 
Special care was teken for time keeping, and some improvements were made in the 
inStrumentS. 
The results of the observationS are interpreted as follows: 
(1) No surface layer iS found. (very thin if any) 
(2) From an analysis of P wave velocity, a layer of 6.05 km/sec with a thickness of 
22.2km or 25.6km overlies the second layer of 7.27km/sec or 7.55km/sec. 
(3) From an analysis of S wave velocity, a layer of 3.46km/sec with a thickness of 
32.4km or 35.8km overlies the second layer of 4.57km/sec or 4.75km/sec. 
(4) From an analysis of reflected waves, the thickness of the layer of 6.05km/sec is 
22. 13km. 
The uncertainty of the velocity in the first layer and an existence of Pn layer of 8.2 
km/sec will be studied more closely in the next Opportunity. 
Remark: The interpretation iS based on the present observations alone, and other 
series of obseryations in the same region are entirely neglected. Therefore the present Daper 
shows only apparent features. A general analysis on all available data has been oraly 


presented and will be published in the near future. 


堪 し 付 身 殆 の カ 2) 

昭和 28 年 9 月 13 日 午前 3 時 04 分 57.074 秒 , 日 鉄鉱 業 和 金石 鉱業 所 (岩手 県 上 閉 伊 郡 ) 
(に お いて 前 年 12 月 7 日 の 大 爆破 (に 引続き 第 2 回 の 爆破 作業 が 実施 きれ た 。 わ れ わ れ は 前 回 わ 
と 同様 , と の 機会 を 利用 し て 東北 日 本 に お ける 第 5 回 の 爆破 地震 動 の 観測 を 行 つ た 。 

爆発 地点 は 前 回 の 隣接 地点 で , 作業 方 法 は 大 体 前 回 と 同様 で ある が , 多少 の 相 佑 点 も ある の 
で 列記 する と 次 の 如く で ある 。 (1) 作業 の 目的 は 第 1 回 の 場合 と 同様 , 落 盤 に よる 炎 害 発 
生 を 防止 する た め , 危険 と 考え られ る 鉱床 地帯 を 一 度 に 落し て し まう た めで ある 。 (2) 使 
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用 し た 火薬 の 総量 は 前 回 の 29.7 トン に 対し て , 今回 は 42 トン で ある 。 (3) 爆発 方 法 は 

前 回 は 5 段 に 分 け , 下部 より 各 25 ミリ セカ ンド 間隔 で , 順次 発火 きせ た の に 対し , 今回 は 7 

段 に 分 け て , 間隔 は 20 ミリ セカ ンド に 予定 され た 。 し か し , われ われ の 観測 に よる と 初段 か 
ら 終 段 まで の 時 間 は 84 ミリ セカ ンド と 測定 され た 。 

上 記 の よう に , 数 段 に 分 け て 爆発 が 行わ れ た 場合 , 全量 を 一 度 に 発火 きせ る 場合 に 

震動 と し て の 効果 が 相当 弦 く な る と と が , 前 回 の 観 油 結 果 か ら も 明らか で 

の 経験 か ら , その 存 誠 が 予想 きれ る 8.2km/sec の 層 を 確か め る と と に 重点 を お き 走 時 が 折れ 


42 エ G 
*※ あ つた 。 と の 前 回 


る らしい =170km 附近 より 約 20km お き に 感度 の 高い 器械 を 配置 し た 。 従 つて , 4=332km 
以遠 の 観測 点 及 び 西方 の 測 点 は 省 か れ た 。 
また , 今回 は 爆発 点 より 4.63km (馬木 内 ) の 地点 に 反射 波 を 観測 する 目的 と する 班 を 設け 
02 
S 2. 観 測 
観測 地点 , 爆発 点 か ら 観 測地 点 ま で の 距離 , 地震 計 , 観測 者 の 氏名 を 第 1 表 に , 観測 点 の 配 
Table。 1 
| . 。 | 、 5 "| で CI 9500Be 9 6 ま 衛 
Station 2 (B) の (N) 4 km Seismographs | Observers 
1| Shot point 141?41732/9| 39?17/39/79 0^2 9 Vert. Mori, Kojima 
| Cy 
2| Umanokiuti 38715774 17724774 4.63 SIE-P-11. | Yamazaki, Kobayashi 
| (Naota), Koike | 
3| Nakasone 3971074| 175674| 11.2 | 3 c/s Vert | Mikumo, Nakagawa, 
| | Tsusima 
4| Sakari 42746// | 04748/ 23.92| 3 c/s Vert. Shima, Shibano, 
| Yanagisawa 
5| Kesenuma 3473170| 38?53757/4| 45.04| 3 c/s Vert., Hor. Matsumoto(T), 
Karakama 
6| Sizugawa 26735/72 4072474| 72.25| 3 c/s Vert. Tanaka, Suzuki(T) | 
1 c/s Hor. | | 
7| Onagawa 2772679 2671477| 97.32| 3 c/s Vert., Hor.」 Noritomi Takagi, 
Osaka | 
8| Mukaiyama | 140951/32//4| 1473377| 137.38| 3 c/S Vert.,Hor.| Usami, Uzu, Ogawa | 
1 c/s Hor. | 
9| Funaoka 4674375 0275077| 159.6 | 3 c/s Vert. | Kobayashi(Naoyoshi), | 
| Saito | 
10| Kanayama 47753/71| 37953746/70| 173.67| 3 G/GMGt 二 Onl Akima, Matsumoto(E) . 
11| Osasao 25717779| 48716/3| 199.04| 3 c/s Vert. Kasahara, Sato(R) | 
12| Kawamata 3770774 40739/0| 202.46| 3 c/s Vert. Tazime, Asano, 
Akamatsu 
13| Siroiwa 29731777 2973773| 225.71| 3 c/s Vert. Den, Hasegawa, Kato 
14| Nogisawa 25705/2 1070578| 261.04| 1 c/s Vert. Murauchi, Asanuma, 
Uchida 
15| Motegi 11742771| 3673370879| 331.59| 3 c/s 0.7c/s Vert. Suzuki(). Mine, 
Ishigaki 


ーーー テ ーーー 
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Fig. 1. Seismic observation Stations 


置 図 を 第 1 図 に 示す 。 使用 され た 地震 計 は 1 ま は と ん ど 従 
米 通 り で , 固有 振動 数 3c/S の 電 税 型 の ぁ の を 主 と し 
10c7$, 1c/S の も の が 併用 きれ た 。 今回 は 向山 , 川俣 
自 答 , 野木 沢 , 茂木 な ど に お いて , 地震 計 を 直列 に 2 
て 3 台 つ な いで 土地 の 雑 振動 に 対し て 地震 波 の 相対 的 
感度 を 高め る こと を 試み た 。 増 市 吉 に つい て は 2, 3 
の 新型 の る の が 使用 きれ , 記録 器 と し て は 金山 に お い 
て ペン ・ レ コー ダー を 謀 書き に 改造 し た ぉ の を 用 いて 
鮮明 な 記録 を と る と と た 成功 し た 。 

時 間 の 記録 に つい て は , 前 回 同様 〕. 〕. Y. の 分 秒 
時 報 の 受信 に よる ほか に , N.H.K. 技 術 部 加 蔵 藤吉 
外 関係 者 の 協力 に より 本.J.Y. の 中 波 中 継 と クロ ノ メ 
ー タ ー の 3 本 立 で 万 全 を 期し た 。N. H.K. の 中 波 (JO 


for the 2nd Kamaisi explosion. 作 民 ) 放送 で は 分 秒 時 報 の 中 継 の 外 に , 爆発 予定 時 刻 の 
人 へ: TSibuti 
T: The 1st seismic explosion 前 後 数 回 に 坪 り 各 和 観測 点 と の 連絡 放送 が 実施 きれ た 。 
observation. 
コク 2 ニ ァ ク 東京 の NHK と 現場 と の 連絡 は 盛岡 中 継 の 市 外 電話 に 
WI! ク 3rd 2 ク 
の の 
$S3. 観 測 結果 
今回 の 観測 で は , 各 班 の 努力 に より 良好 な る E 妹 が 得 ち られ た 。 と の 結果 , ほとん ど 全 部 の 記 


録 に お いて 明瞭 な 初動 を 読む こと が で きた 。 
また , S 波 に 相当 する 位相 も る かなり 明 確 で あ 
り , その 走 時 曲線 を 求め る こと が で きた 。 
馬木 内 (4=4. 63km) に 反射 波 を 観測 する 地 
点 を 設け た と と は 前 に も の べた 通り で ある が 
使用 し た 装置 は 地震 探鉱 器 (S. I. E 製 P-11 
型 ) 12 成分 反射 用 の る の で , 受 振 点 間隔 は 
20m, ほ ば 爆発 点 の 方 向 に 設置 され た 。 
記録 の 整理 は 前 回 同様 グル ー プ の 中 か ら 4 
省 誠 張 ば れ で われ に 当 つ た 呈 双 を S ちの 読 
みとり 表 及 び 走 時 曲線 は それ ぞ れ 第 2 表 , 第 
2 図 に 示さ れ て いる 。 と の 際 , 走 時 の 読み と 


SeC 


300 k 
内 02 の 


O 4 !0O 200 


Fig.2. Travel-time curyves from the 2nd 
Kamaisi explosion. 
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Table. . 2. 
Shot time: 03h04m57・s074 
P | S | 
Station ガ km シー テー ar の e デ ーー ベ ) に ペー に 5 7 1 
T LT or | T IT or TP 
1 0xs2 
2 4.63 | 3h04m57*・976 
1 11.2 59.10 
4 23.92 05. Mt5e。 2 。 | 05m0O4*:48 
5 45.04 04.65 10.78 
6 72.25 09.03 | 
7 97.32 13.10 *』 | 25.24 
8 137.38 20.00 37.48 
9 159.6 231073" | 
10 173. 67 05m25*:20 05m47*・45 
11 199.04 | 
12 202.46 | 28.89 | 54.13 
13 225. 71 32.38 | 59.53 
14 | 261.04 | | 06 06.54 
光電 SI 吉 38359 | 46.1 


と も よく 一 致し て いた 。 と の と と は , 初動 走 時 の 確実 條 を 示す る の と 考え 」 克 
最小 自 乗法 で 求め た P の 走 時 式 は 
5 
め ッ 6.05 二 0.03 ht 2. 握り 005) 


Es Z: 半 (単位 km 及び sec) 
中 (ー ァ 27 ェ 0.22 (1.22 エ 0.85), 


TV 1t= っ 二 10 (2.28 二 0.42), 
と な る 。 上 は 直接 小 , エ , T エ ′ は 共に 屈折 波 に 対す る 走 時 で ある 。 て の 計算 (に お いて は 船岡 は 
1 諾 上 エエ の 交点 の 辺 に 相当 し , か つ 括 問 の 点 が か な りあ つた の で 除く と と に し た 。 屈折 波 
対し て せ , "の 2 本 が 求め られ た の は 次 の 点 を 考慮 し た か ら で あ る 。 す な わ ち , 最速 い 木 


が 0.1 秒 以内 で ある が 時 間 の 精度 が や や 悪く , か つ , 前 に 天然 の 地 居 を 記録 し て いて 少し 尋 れ 
て いる の で 一 応 茂 木 を 除い て 計算 し た $ の と 茂木 を 含め た ぉ の L/ と を 求め て お いた 。 
水平 の 2 層 と 仮定 し て 深 さ を 求め る と , TL,T′ に 対応 し て 
0 H よ 9 Zs 三 (22.2 二 4.9)km 
1 より の 2/ー(25.6 土 2.2) km 
82893 
上 飛 の 連 度 に つい て し ちら べ て みる と , 前 回 の 値 は 6.19km/s で 今回 は 6.05km/s。 また 第 2 
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回 石 淵 の 南方 測線 で は 5.91 kmys 東方 測線 で は 6.08 kms, 第 3 回 の 石 淵 の 南方 源 線 で は 
5.98km/s な ど 各 観測 毎 に 多少 の 差違 が 癌 罰 め られ る 。 ま た 下層 に つい て は 前 回 の 最 $ ぁ 確か らし 
いと 思わ れ た 速度 8.2km/S に 相当 する も の は 今回 は 認め られ ず , 前 回 2 番目 に 確か らし いと 
考 えら れ た 7.37 km/Ss の 値 に よく 一 致し た 値 が を られ た 。 従 つ て , 計算 きれ た 深き に つい て 
も, 10km 程度 の 相違 が ある 。 と の よう に , 1 回 ご と に 上 層 , 下層 の 速度 に ある 程度 の 相違 を 
生ずる と と は , その 観測 精度 に 違い の ある と と に 原因 の 一 部 は ある が , われ われ が 机 定 し て い 
る 地下 構造 の 水平 低層 と いう 仮定 に も 原因 が ある も の と 考え られ る 。 すなわち , 今 迄 見 て きた 
速度 は 見 掛け の 速度 で ある の で , 適当 な 地下 構造 を 考え れ ば 上 記 の 速度 の 相違 は 統一 的 に 解決 
され る の で は な いか と 考え られ る し , その 段階 の 仕事 こそ われ われ の 目的 で で も ある 。 
S 波 に 相当 する 位相 の 走 時 曲線 も 折れ 曲り , 


4 
T 。 【ー846 ェ 0.08 (2.420.25) 
トー na + 01.651.46) 
4.75 土 0.14 
、 4 
3 + (9.680.97) 


4.57 土 0.09 
と な る 。 エ ,TT′ の 2 つ を 求め た 意味 は 金山 が 丁度 T, エエ の 交点 付近 に 当り , 一 応 計 算 か ら 除 い 
た の が せ に 当り , P 濾 の 結果 か ら 金 山 を 下層 に 属す る と し て 計算 し た の が T エ ′ で ある 。 と の 場 
合 る 同様 と 深 さ が 2 通り 求め られ 
T, 牙 より Zs 三 (35.8 土 4.0)km 
T, 牙 7 より ZZ ッッ ー(32.4 土 2.9)km 
と な り , と の 値 は P 波 か ら 出 され た 深き より 約 10km 大 きい 。 S に 相当 する 走 時 より 深き が 
求め られ た の は 今回 が な はじめ て で あり , その 意義 は 大 きい も の と 考え る 。 
馬木 内 に お ける 反射 波 の 記録 は 第 3 図 に 示し て ある も の で ある 。 物理 探鉱 で 行う よう に 表土 
補正 を 行う と , 12 成分 と る ほとん ど 同 位相 に な り , 下方 か らき た 反射 波 と 考え て ま づ 間違い 
な いも る の で ある 。 を その 走 時 は , 7.33 秒 で ある の で 


6 


(6.05km/sx7.33)/2= て (5km/2 の 2 上 の 


か ら 深 さき 有 を 求め る と 22.13km と な り , と の 値 は P 波 の T,T 穫 より 求め た Zs 王 22.2km と 
非常 に よく 一 致し て いて 信頼 すべ き も の と 考え る 。 と の 外 , 初動 の すぐ 後に 反射 波 ら し い 相 が 
認め られ る が 確認 する 至 つ て いな い 。 な お , 32ー35km 付近 の 不 連続 面 よ り の 反射 に 相当 する 
も の, 多重 反射 に 相当 する も の も 調べ た が 確か に と れ だ と いう も の は 発見 きれ な か つた 。 
人 工 地震 こより 反射 波 を 利用 し て 地下 の 構造 を 研究 する と と は , 物理 探鉱 に お いて は 広く 利 
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Fig.3. The record of reflection wave at Umanokiuti. 
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用 きれ て いる と と で ある が , 数 10km の 深部 か ら の 反射 波 を 記録 を と つた 例 は 極め て 之 し く , 
勿論 わが 国 で は は じ め て の と と で ある 。 今回 の 結果 は その 意味 で 評価 され る べき で ある と と も 
に, 今後 爆破 地震 動 の 研究 の 一 つの 新しい 有力 な る 手段 と し て , われ われ は その 将来 を 期待 し 
で いら る 。 

S44。 あ と が き 

今回 は 精力 を 南方 測線 の ガー300km 以内 の 点 に 集中 し , 今 迄 に な い 良 好 な 記録 を と る と と 
が で きた 。 そ を の 結果 , P 波 の 観測 か ら は 6.05km/s の 層 が 22ー25km の 厚 さ で 7.2 て 7.6km/s 
の 層 の 上 に 存在 し , この 値 は 反射 波 の 観測 か ら も 裏付け る と と が で きた 。 ま た ら 波 の 観測 か ら 
は 3.46km/s の 層 が 32~36km の 厚 さ で 4.5~4.8km/s の 層 の 上 (に ある と と が 推定 され た 。 

し か し , 今回 まで 5 回 の 結果 を くら べ て みる と 波 の 速度 に お いて も か な り 違 い が あ る と と 
が 判る 。 と れ は 観測 上 の 誤 差 に 起因 する と と も 勿論 で ある が , 東北 地方 の 地下 構造 を 一 様 で あ 
る と し た 考え 方 に る 原因 の ある と と で ある 。 わ れ わ れ と し て も , と の 点 に つい て 気がつか な か 
つた わけ で は な い が , 乏しい 資料 か ら 軽 々 し く 地下 構造 を 論ずる と と は , 反 つ て 誤解 を 招く 則 
れ も あ つた の で , 立ち 入る と と を 避け て 来 た 次 第 で ある 。 し か し , 今日 の 段階 は 過去 5 回 の 結 
時 を 痛 合 的 に 敬 理 し , 地質 ある いわ 重力 測定 の 資料 を 考慮 し て , 東北 地方 の 地下 構造 を 解明 す 
る 作業 に 歩 を 進め る 時 期 に 達し た も の と 考え る 。 と の こと と は , 逆 に われ われ の 研究 の 進む べき 
道 を も る 明らか に する と と に も な る で あろ う 。 
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弾性 地 胡 上 の 機械 基礎 強制 振動 の 計算 


大 阪 大 学 工学 部 構築 工学 教室 鳥 海 動 
(昭和 29 年 9 月 20 日 受理 ) 
Vibrations in Foundation of Machine on the- Ground. 
Isao ToRruwMr 
Dep. of Structural Eng., Osaka University 
(Received September 20, 1954) 


This paper treats of the vibrations in cylindrical foundation of machine on the 
surface of a semi-infinite homogeneous elastic solid. Infinite integralS are Solved graphi- 
cally on the complex plane. The results are illustrated in figures and a numeriCal exarmー 


ple is shown. 


梗概 : 本 文 は 弾性 地盤 上 に 設置 され た 円 形 基礎 の 水 半 , 上 下 及 び ロ ッ キ ング の 強制 振動 
を 理論 的 に 取扱 つた も の で ある 。 

地盤 は 均質 な 3 次 元 弾性 半 無 限 体 と みな し 機械 基礎 の 自重 に よる 初期 歪 は 無視 し て ある 。 

計算 途中 に 出現 する 無限 積分 は 複素 平面 を 利用 し 半ば 図 的 に と か れ た 。 

その 結果 , 地盤 に 固有 振動 数 は 存在 し な い が そ の 上 に 基礎 を お く と , 見 か け の 共鳴 現象 が 起 
り , その 共鳴 振動 数 は 基礎 の 質量 , 寸法 等 に より 移動 する と と が 判 つ た 。 し か も る 地盤 各部 に 減 
枝 項 は 入 つ て いな い の に その 半 無 限 の 性 質 よ り し て 減衰 性 が 作用 し 共 喰 振幅 は 有限 と な る 。 


$ すま 

$2 半 無限 体 表 面 一 部 に 振動 外力 を 加え た と き の 振 市 
$ 3 機械 基礎 の 強制 振動 

$4 数 値 例 

$ 5 附録 (無限 積分 の 計算 ) 


SG あ 
不平 衡 力 を 発生 する 機械 の 基礎 の 振幅 が 何 に な る か , その 振幅 は 基礎 の 改造 に よ り 如何 


に 変化 する か 等 は 難 々 構築 関係 者 と し て 典 味 ある 問題 で ある 。 また と れ は 地上 構造 物 の 振動 問 
題 に 関連 し て いる 。 


" 本 廊 は , 著者 が [水平 動 に 関し て 」 建築 学会 秋季 大 会 ( 明 28 一 10), 「 上 下 , ロッ キン グ を 含め て 」 
地震 学会 春季 大 会 ( 昭 29 一 4) に お いて 発表 せる も の に 少し 手 を 加え た も の で ある 。 
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地盤 を 半 無 限 体 と し て 扱う と 常に 一 連 の 無限 積分 に 進 着 する 。 著 力点 領域 その も る の に お いて 
の 振幅 を 出 き ね ば な ら ぬ 百々 の 目的 か ら す れ ば (一 種 の 振 涼 の 問題 で ある ) 振 源 より 充分 隔 た 
も PMMA002gcO 有 を 『 類 似 の も の で あつ て 同一 の 方 針 で 処 
理 出来 る 。 そ の 数 値 計算 は 複素 数 の 積 が 多く 面倒 で ある が 一 度 計算 し て お く と 他 の 場合 と の 共 
通 部 分 が 多く 労力 が 半減 され る 。 

上 下 動 に 関し て は 先 に E. Reissner の 論文 が ある 。 し か し その 無限 積分 の 計算 経過 が 全部 
省略 され て いて その 方 法 が 判ら な か つた が 今回 , 著者 が 自分 の 方 法 で 改め て 許 算 の 結果 , 符号 
< 一 箇所 一 致 せ ぬ 点 は ある が , 数 値 は 大 体 一 致す る と と を 認め た 。 


ーー 


ん の 2Z  : 円 筒 座標 ( 半 無限 体 表 面 に 原点 , z は 下 向 を 正 ) 
uvW : ん の z 方 向 の それ ぞ れ の 変位 


A。 ] Lame の 常 数 
| 1 地盤 の ] 
p 交 度 
To 質量 
1._。 ・ 機械 基礎 (機械 を 含む ) の 1 z テ 0 面 に 関す る 慣性 モー メン ト 
/ 底面 半径 
か カ ・ 角 振動 数 


の o 王 oy/p/p : パラ メー ター 

Pg ぁ Py, M。-。 : 機械 の 発生 する 水平 , 上 下 不 平衡 力 及び z=。 面 に 関す る 不平 衡 モ ー メ ント 

Qg,Qz,Mz-。 : 地盤 に 伝達 され る 水平 , 上 下 力 及 び z 王 0 面 に 関す る モー メン ト 

の ヵ , の の z  : 機械 基礎 の 水平 上下 変 位 及び ロッ キン グ 角 の P ぁ Pz 及び Mz.-。 に 対 
る 位相 角 。 


$S 2. 半 無 限 体 表 面 一 部 に 振動 外力 を 加え た と き の 振 幅 
濾 動 伝播 の 式 よ り 例 えば Stress に 対し て は 


ーー の 2 2 
し の に ゴ /7 | 4。 ー リン (2225 (2 ro | 万 の ) (7) g@727 COS 772 の 


272C 婦 が の (Z 9 女 の (7) 
re ん | 4。 / ーー ) の の 十 わ / 全 _ 9? 


| 

D 2 | 

ご (が 上 婦 が の (67) の 5 le sin 20 | 
7 Z 件) 


2) 符号 取扱 い の 問題 の よう で ある 。 例 えば 彼 の 論文 の (60b) 式 と Bbb. 2 の 刻 の 符号 が 一 致し な 
い 。 し か し , 共鳴 曲線 の 計算 は 著者 の 結果 と 同一 の 符号 に な つて いる と と が 判る 。 


218 鳥 海 勲 


2 9 万 が の (&Z) ep, 77 だ 万 が の (67) し -gz | 
が ア 


ry ニル | 4。 


(だ +8) 9 の (6 の ーー] 「 
の 2 つこ と @ の 8 上 CoS 772 の 


但し だ =o* 十 /2 王 2 上 7 が 2ーo が ( 十 2 の, パーp の 7 が 
4。 ぢ 。 C。 : 未定 係数 
変位 に 関し て も る 類似 の 式 を 得る 
4) 水 平 振 動 
水平 力 Qz が 9=0 方 向 に 作用 し 基礎 面 (等 分 布 葬 断 応力 9 が 生じ る と する 。 
ウー() 二 に 計 の = 
の に (7 2 zo=0 (《 ウ ) 
2 王 0 ,7 選 7 |: 7 ヶ ーー9o COS の ・g77。 ティ 6 一 0・S1m の ・ ef と 
境界 条件 (2) の 第 2, 3 式 を Fourier-Bessel 積分 で 表示 し , 
例え ば 


oo 


7 み (7) 三 一 7。9o COS / 太 | ! 記 (の ) ・7」 (7o) の 6 …i ひ …ーー ド ーーー ( の 8) 


0 
(3③ に より Q①⑪ は 學 ー1 と し , 更に 実 部 を と り 比 較 に より 係数 を 決定 する 。 


27o9o7 が 7 (7 が) 
(2 を 2 ター7)*ー4 を 2 ば ) ] 


ーー 9o だ 訪 (7 の がめ | a) 
276777 


っ oo 7“(2 だ ー7?) (7 が 
"2 が 9?ー4 太 28) 


従 つ て 変位 は 例え 


4mn ニ ーー ei の] の 2 (⑯ 7。( ぬ の ) = 68 5 (215 (5) 


但し が (6) 三 (2 だ 一 7 の?ー4 を yg 
地表 (2 一 0) に お ける の 0 方 向 の 水平 変位 は 


りー2・cos 9 一 2・sin の 


ー oe (の 18 の ー ア の 52 1)6 デ ェ ア ( め 
の | rwe[ 72002 (7) 十 (2 sin2 9 一 1) 2 が ⑩ 7s(@ の ) | (6) 


基礎 中 心 (7=0, z テ 0) の 水平 変位 は 
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生ま 0 ui の (の この $ 
(0 6.- 但し (Qg=zo 和 oO 


2 7o 
ーー ggee7 9 ・ Fi 
2 アカ i( の の 寺 の 5(go の) (万 は Fig.1.9 ニ ん の 
/ 
ーッ タ る (cos 婦 玉 sin の が ( 実 部 を と る ) (7) 


Fig.1 訪 , 亡 curve for horizontal vibration 


Fig. 2 Fig. 3 


アカ , げ s Curve for vertical vibration アカ 5 Curve for rocking vibration 


3) て の 和 無限 積分 は , 有限 値 を も つ 。 計 算 経過 は 3$5 付録 参照 の こと 。 
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類似 の 経過 を た どり 
NE 


0 の に cos# 一 放 (カカ 方 は . Fig.2) (8) 
c) ロッ キン グ 振 動 に 関し , 基礎 の 回 転 角 y は 
の 2 IM。_ 
ーー ジャーー _- 明和 ー イ {方 cos 2ー 訪 cin の か ( 旋 方 は Fig.3),④ (9 ) 


S 3 機械 基礎 の 強制 振動 
2) 水 平 振動 
機械 基礎 の 振動 方 各 式 は 


の 2/7 
Q⑩ COS の た 二 7720 - が gz COt (の た 上 で ) (10) 


但し と : P ヵ 0Qg 間 の 位相 差 
(10) に (7) を 代入 し 結局 


0 だ の (あど 引け Q1) 


2/ ア 0 


(7 ) より 変位 振幅 は 


es ア ーー すす / が だ テー 
の 9 琶 2023 の 2 
EIC 2 の )+( 交 - り 
基礎 変位 と 不平 衡 力 Pz と の 間 の 位相 角 ゆ ぉ g は 
ー 
td の 時 コテ = 敵 
ーー 7+ が の 1 
b) 上 下 振動 
類似 の 計算 に より , 上 下 振幅 4z 等 は 
Pr 用 十 有 * 
0 _ 0o が 0 の 2 14) 
作 (+ 770 ー カ ) +( 7 ジリ 


4) 数 値 計算 の 結果 , ロッ キン グ 振 動 は 上 下 , 水平 振動 に 比 し , 一 段 高 次 の もぉ の で あり , その 精度 を 
同じ くす る 為 に は , は じ め か ら 更 に 精度 を 上 げ て 計算 し て お か ね ば な ら ぬ と と が 判 つ た 。 それ は 相 
六 抗 する 2 つの 大 き な 数 値 の 差 が 問題 と な る の で あり , また (な r。) の 存在 の た めで も ある 。 し か 
し , 記 , 放 の 動き を る みる に , 前 2 者 に 比 し , 刻 が 絶対 に 大 きく 亡 は 殆 ん ど 効か な い 。 前 2 者 に 比 し 
精度 の 悪い まま で 発表 し た 所 以 で ある 。 
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tan の y ニ ーーー ーー ン 
トー 2 
C) ロッ キン グ 振 動 
基礎 の 回 転 角 振幅 y 等 は 
ッ ーー ピー _ が 7=o 1 の Lo 3 (16) 
の を ん +( を 結 る 
ar に IO 
We 


(17〉 


水平 振動 の (12) (13) を 図示 すれ ば Fig. 4 の 如 し 。 上 下 , ロッ キン グ 振 動 に 関し て る 類似 
の 図 を 得る 。 


Fig. 4 Phase and amplitude curve for horizontal 
Vibration where b 三 mo//7。3 


$4 数 値 例 
1 ) 運転 中 の 横型 Compressar の 不平 衡 力 を 基礎 振幅 測定 に より 逆算 せよ 。 
機械 : 大 型 横型 5 段 H 型 高圧 Compressor. 

1250 FHP. 225 7. ヵ .Z. 重量 37 tonr 

基礎 : コン クリ ー ト , 杭 な し 


寸法 : 幅 x 長 x 深 三 大 体 6.7mx10mx2.1m (地表 下 の 深 さ 1.2m) 
重量 : 345 ton 


地盤 : 兵庫 県 尼崎 市 北部 


重 鍵 落 下 試験 及び Compressor. の 渋 動 伝播 測定 記録 より , 表面 波 速 度 ys 三 140 m/s を 符 る 
= p 三 1.8 g/cm? と 仮定 し て 
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IL の 00 る 
ん テー4.2・10 で 


と な り , 大 阪 附近 で は 割 に 良い 地盤 と 言え る が 勿論 軟 細 で ある 。 
測定 記録 より 基礎 の 水平 振幅 4 ヵ は 
ノー140/。 ダイ テ 0.267 s/ と (225 7. カ . 272.) 
以上 の data より 不平 衡 力 Pg を 計算 する 。 


1 
77o 王 37 十 345 王 382 ton カー2Z 267 三 23.55 リ 。 7 三 10/2 三 572 


実際 は 邊 形 に 近い 底面 で ある が , その 不平 衡 力 方 向 の 長き を と る , また 埋込み の 


的 場合 


影響 は , 静 
の 近似 値 で 補正 する と と に し た が 未だ 不 充分 で ある 。 


の 0 ー の どー0 77 
722 


Fig.1 よ り ュ 王 1.6, ーー0.48 
po us 還 時 2 20 の z 
2 25910 テル 。 1608 
(bp) ょ Ps 0.014 


1 6 10 ゴイ 7。10-g て 0.84.10 を 仁 (1.57 は 埋込み し 補正 値 ) 
ど 。 13.5 tony 


3) より の ぉ 。ー22" 
後日 , 外国 mmaker より の 報告 に よれ ば = テ 16.8 ton ァ で あつ た 。 
2) 基礎 寸法 変更 に より 基礎 振幅 を 減少 せよ 。 


方 針 : 7 を 大 と し 地 幽 反 力 を 増大 さき せる 。 2Z7o は 従属 的 (に 大 きく な る が とれ は 大 し て 効か な 
いか ら 基 礎 を その も の が 剛性 を 失わ な い 範 囲 で 設計 する 。 基礎 寸法 を Fig.5 に 示す 。 


半 「【 7/ 5 alice | 


Fig.5 Compressor base 


22o 三 97 圭 662 三 699 ton 
の 三 18/2 テ 9 m 


= が / どー1.39 
72 
61 h 71 に UCS SCO 
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2) さり 
4 ヵ ー0.81・10- 中 一 95。 (1.4 は 埋込み 補正 値 
実測 値 は 4=70, で あつ た 。 
な ね お , 基礎 寸法 変更 の 際 , 6 尺 の 木 杭 を 傾斜 角 約 6" で 相当 数 打 込 ん だ が , 結果 よ りみ て 余り 
効い て いな いて と と が 判る 。 
S 5. 附録 (無限 積分 の 計算 ) 
機械 基礎 の 強制 振動 計算 途中 に 現われ る 無限 積分 は 
1. ” ア ( め 一 8 
a) 水平 振動 | gh 71( の が の g 
と 2 の 72 
b) 上 下 振動 | 友 ( め 71( の の 6 
0 


Co ・ の 
0) ロッ キン グ 振 動 | - め 7i(7 め ・/s(7o/) の 
0 


で ある が と これ 等 は 皆 同 じ 方 針 で 計算 出来 る 。。 そ れ で と と で は a) の 水平 振動 の 場合 を 示す 。 


” 戸 ( め 一 邦 
| PD (の め 


生生 EeP け サザ "Fty 生 ' ャ ー デ (8 
=| ソン 一 ア ((2Eー の 2482/ 本 / 下 一 だ /」(7 の と) の 


0 


方 針 : 6 三 と を 十 27 な る 複素 平面 を 考え れ ば 求め る 積分 は 実 還 と 上 の 積分 と な る (第 6 図 )。 積 
欠 大 2 分 し て 
に 2】 27 oo 
| gg=-| 2 と +| 2 と 
0 


0 27 


6 の 


と する 。 ① の 積分 に は すべ て の Singular Point が 含ま れる 。 と れ は Fig.6 T の 如き Con- 
tour Integral を 行 つ て と く 。@⑨ の 積分 は を の まま 実 軸 上 で 27 に 数 値 を 与え て 求め る 。①, 
⑨ の 境界 を 一 27 は 必ず し も 27 で な く で も よく , 7 及び x の うつ より 大 きい で あれ 
ば よい 。 し か し と れ を oo に と る と と は 許さ れ な い 。 と と で 27 に と つた の は 函数 表 の 都合 に 
よる 。 

① の 積分 は Singular Point も , 積分 の 上 下限 $, 皆 27 と な る か ら , ① に 限 つ て を =79 
2 
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0 NAS っ が eV 
67 (eo が 2 の (2577) (798 の 


Fig.6 Integral contour Fig. 7 Integral contour for integral (① 


"7(⑧⑤) 6 
の | が の 7 の 28 


"292ー1) ?ー4 み 2/ す 2 一 ん 守 ー ュ ユー (ダー 
= ッッ ー1 ((2 の ー1)*ー4 の 4/ 2ーg の 2y/ ゲー 5 - (の の 

と の 積分 は , Fig.7 の 如き 積分 路 で 考え る 。@ の =0 て 1.5 の 間 で 適当 に の 。 の 値 を 決め て 図式 計 
算 し , 積分 は 数 値 的 に 求め られ る 。 億 は 複素 数 と な る 。 

⑨ ず の 積分 は 静 的 極限 値 か >0(7->0) に お いて 7/4 を と な る 。 こ と れ は 静 的 計算 の 結果 に 一 致す 
る 。 そ の 時 本 積分 の 下限 27 一 0 と な り , ⑳ の と が 0 て co の 全域 を cover し , ① の 積分 は 
Singular Point と も る 原点 に 移動 し 消滅 する 。 

一 般 に の カキ 0 の と き の 計 算 は か >0 の 場合 の 式 


Fig. 8 Intergral curve for integral ③ 
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87( ぢ ) 


lim 
っ 0 
の 2 


PP 
| の ed を の の ggー7 G8@) 


を 図 に 描い た も の (Fig.8, 実線 ) を る と に し て 近似 計算 出来 る 。 一 般 (に (7(5) 676 末 ( ぢ ) 
は 7 の 函数 で ある か ら 積 分 下限 27 の 値 が 変 れ ば 変動 する 。 し か し その 変動 は 静 定 極限 値 
7/4 と と の 比 は 7 一 0 て 0.05 位 の 範囲 で は と =0 て 0.5 位 の 間 で max. 10 錠 位 に な る が それ 以 
上 で は 同じ と 見 な せる の で その 間 だ け 第 8 図 を 補正 すれ ば よい 。 (Fig.8, 点線 ) 

以上 積分 や ひ , を 合せ れ ば 無根 積分 の 値 を 得 , と れ を Fig.1, 2, 3 の 刻 , た で 示す 。 
付記 : 最近 , 広野 氏 の 論文 に より , また , 直接 震 究 佐藤 氏 に より 無限 積分 上 の 3 つの Sin- 
gular Point は 第 4 象 良 に ある と 考え 従 つて 積分 に 無関係 と する 動き の ある と と を 教え られ た 
が , それ は 単に 留 数 を と る か と ら ぬ か の 問題 で は な く (結果 的 に は ある い は そう な る か も しれ 
な い が ), $ も つと 本 質 的 な る も の で あり 結局 地盤 に 減衰 項 を 考慮 し て 計算 し 最後 に 減衰 項 を 零 と 
す ぶ べき で あり , 最初 より 減衰 項 を 落し て は 不可 な いと 言う 意 も 解釈 ミ きれ る の で ある が , 
その 計算 は 仲 々 困難 で あり , 容易 に その 可否 を 見 定め か ね る の で 一 応 そ の 点 に 疑問 を と ど め て 
発表 し た 次 第 で ある 。 


交 献 
[ 1 ] E. Reissner : “Stationare, axialsymmetrische, durch eine schittelnde Masse erregte 
Schwingungen eines homogenen elastischen Halbraumes'′Ingenieur Archiv. Bd WI (1936) 
[ 2] T. Hirono :“Mathematical theory on Shallow Earthquake'' Geophysical Magazine Vol 
双 M No.1 へ 44. 
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(Received August 25, 1954) 
Abstract. 

This is continued from the previous paper of the same title.、 Summary of the present 
paper iS as follows. (1 ) Corrections and additions to the crustal structure which 
mentioned in the previouS paper are Shown in Figure 1. (2) Horizotal structures at 
the surface aud at the depth of 10km., 20km., 30km., and 40km. are derived from the 
vertical structures, and illustrated in Figure 3.^7. (3) The distributions of observed 
gravity anomalies are well consistent with the lateral structure of the crust now deter- 
mined by the author's. (4) The analogies between geological structures and the author's 
one are discussed. The median line and Fossa Magna are able to point out in the 
vertical structures、 (5) The observed deviations of incident times of P waves of deep 
earthquakes agree well with the same deviations calculated from the author'S StructureS. 


The last problem will be mentioned again in the following paper. 


1 
まえ が き 。 筆者 は 前 の 論文 で , 浅 発 地震 の 走 時 か ら 考 えら れる , 日 本 の 地殻 上 層 の 構造 を だ 
し た 。 すなわち , 178 個 の 浅い 地震 の 走 時 か ら , 任意 に 選ん だ 断面 内 で の 走 時 曲線 群 を つく り , 


横 の 不 均一 性 に 主眼 を お いて 走 時 解析 し , 多く の 断面 に より 日 本 を 本 うと と に より 構造 を え 


た 。 と と を 述べ る と と は その 続 稿 で あつ て , 構造 の 若干 の 修正 や 追加 を 行い , 前 掲 の 垂直 断面 
(に よる 構造 か ら 水 平 断面 構造 に ひき 直し て か き あ ら た め , 併せ て , 重力 測定 の 結果 や 地質 学 上 
の 知識 と の 関係 に つい て 述べ る 。 


な お , 前 の 論文 で は 各層 を , U, G, 1, B, P 層 等 の 名 で 表し た が , こと で は , その よう 
(に 呼ぶ と と を 改め て , それ ぞ れ , 第 1 層 か ら 第 5 層 ま で に 名 づけ る 。 と いう の は , 例え ば 層 
と いう と , その 層 全 体 Granite で 形づくら れ て いる よう な 誤解 の 如 れ が ある た めで ある 。 勿 
論 , その 意味 づけ と な る , 各層 中 の 縦 波 の 伝わる 速 さ は 前 と 同様 で ある 。 

1. 先 に の べら れ た 構造 の 訂正 と 追加 前 の 論文 で 考え を 進め る 上 に , や や 資料 が 不足 で あ 
つた と 思わ れる 地域 に , 新しく 33 個 の 浅 発 地震 (1952 年 以降 の ぁ の 。 地震 月 報 に よる 。 従 つ 
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ヶ 
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Fig.1 The correctionS and additionS to the DreViouS StruCture. 
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て 寺 A の 合計 は 211 個 と な る 。) を 加え た 結果 , 下 の よ うな 訂正 と 追加 を し , 第 1 図 に 
示す 。 論 を 参照 され た い 。 

(a) 南 九 州 地方 。 日 向灘 海域 に 地震 換 料 が 増し た 結果 , S14 の 構造 を 14 訂正 する 。 
従 つ て , S13 宮崎 鹿児島 間 も と れ に 順 じ て , 第 2 層 の 厚 さ を 7 て 8 料 と し て 以下 第 3 層 と す 
る 。 と の 訂正 の 主 な 理由 は , と の 附近 2 個所 し か な い 和 観測 所 (宮崎 , 鹿児島 ) に 対し て , 従 
来 の 震央 の 分 布 が は な れ て いた た め , 浅い 部 分 を 定め る 走 時 曲線 が 的 確 を 欠い て いた と と に よ 
る 。(b) 九州 西北 部 。 S 11, S12, S17 の 内 該当 部 分 を 第 1 図 中 ダ ツ ッシュ ユ し た 各 図 に 訂正 す 
る 。 と れ は 前 に と は 資料 が 少 か つた た め , 恐らく は 観測 上 の 諾 り で あろ うと し て 捨て て いた , 秋 
江 に 江 す る 速 まい 速度 が 新しい 資料 に も 見 られ て いる た めで ある sn( 計 駿河 港 附近 。 新 ら た に 
泥 美 満 附近 に 多く の 地震 資料 を えて 解析 し た 結果 , 前 に 述べ た 静岡 附近 の 第 4, 第 5 層 の 隆起 
の 東西 の 拡 り は , ぉ つと 小 規模 な も る の と 考え られ る 。( 具 体 的 に いう と 隆起 の 最上 部 の 拡 り は 多 
ど 補 豆 半島 に 限ら ち れ る 。) すなわち , S1, S22 を 第 1 図 中 の 各 図 に 訂正 する 。 S9, S21, S29 
の 各 該 当 部 分 も と れ に 順 じ て , む じ ゆん は な い 。 (d) 北 丹 後 附近 。 若狭 滴 附 近 は 第 2 層 が 
な く 第 3 層 と 考え られ る 。 と れ は S2 に お いて 言え る と と で , 京都 彦根 を を その 内 に 含む S1 の 
範囲 で は 認め られ な い 。 前 の 誤り は S2 の 中 京都 彦根 伊吹 山 の 走 時 を 含め 考え た と と に よ 
る 。 (e) 追加 。 北 海道 南部 。 北 海道 南方 海域 
(に 新 ら し い 地 震 資 料 を 加え て , 第 2 図 に 示す 断面 , 
S40 て S46 を と り , S25 (東北 延長 部 ), S41, 
S43,。S44 に つき 各々 第 1 図 に 示す 構造 を えた 。 
他 の 部 分 に つい て は , 資料 が 少 い た め 構 造 を 推定 
出来 な い 。 ' 

2. 水平 断面 に つい て 記述 し て きた 構造 は 
各 断 面 で の 垂直 断面 で 示し た た め , 横 の (水平 方 
Fig.2 Positions of the added sections 向 の ) 構造 規模 を 見 る た め に は 適当 で な い 。 そ と 
で , 各 断 面 構造 を 深き 0 村 , 10 特 , 20 料 , 30 料 , 及び 40 料 の 各 水平 断面 図 に か き 直 し た 。 
と れ ら を それ ぞ れ , 第 3, 第 4, 第 5, 第 6, 第 7 図 に 示す 。 こ と と で 深き 0 料 の 断面 は 厳密 に 
地表 面 を さして いな いて こと は 言う まで も な い 。 と の 表現 に よ つ て , 表層 構造 の 横 の 拡 り を 知る 
と と が で きる と 考え る 。 


3 重力 異常 の 分 布 と の 比較 この よう な 表層 構造 が 存在 する な ら ば , それ は 当然 重力 測定 
まわ れる は まで ある 日本 有 み び その 区 激 で の 直 カ 測定 は 多く の 方 田上 宮田 
松山 , 坪井 , 熊谷 ら ) の 研究 が あり , 最近 坪井 博士 ら は Wordon 重力 計 に よる 本 邦 全域 に わ 
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Fig.5 The crustal structure at the depth of 20km. 
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Fig.6 The crustal structure at the depth of 30 km. 


Fig.7 The crustal structure at the depth of 40 km. 


1st Layer gnd Layer 
で ks レノン 5、 "Oc 5 km/s) 
QNJa Layer ン |4th Layex 
(V=6・ 0 6.5 ws 2 の 


ン ン (= 7.0<7.5 kw/s) 


和 


ooo JI5th Fayer 
o^o_o“ (VFF8.0-8.5 km/s) 、 Vp: Velocity of P wave. 


Indications to Fig. 3 ん 7. 
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だ る 測定 を され つつ ある 。 と れ ら の 重力 異常 は 地 帝 の 浅い 所 の 物質 分 布 の 状態 を 知る 手 掛 り で 
ある か ら , 先 に 示し た 水平 構造 と 比較 し て みる と 次 の 一 致 点 を 見 出す て と が で きる 。 (3a) 
重力 の 値 の 大 きい 所 で は , 東北 地方 (特に 東 半 部 ), 地質 学 で いう 中 央 壮 外 側 地帯 。 及び 東 刀 州 
地方 で ある 。 筆者 の 構造 図 で みる と , と れ ら の 地方 は いづ れ も 第 3, 第 4, 第 5 層 等 が 著しく 
浅い 所 に 存在 し て いて , 第 1, 第 2 層 が 欠 除 又は 蒲 層 と な つて いる 地域 で ある 。 (b) 重力 
美 淀 の 負 の 分 布 を 示す 地域 は , 北 か ら , 浦河 東南 海域 。 東 京 湾 北 部 。 中 央 山地 。 発 琶 湖 周辺 を 
中 心 と し て 東南 に 拡 つて , 名 古屋 及び 四日市 附近 で 伊勢 済 に 入る 地域 。 豊後 水道 を は きみ 大 分 
松山 を ふく め て , 北方 安芸 灘 を 覆い 広島 北方 に いた る 地区 。( こ と の 地区 は 2) に よれ ば 広島 , 安 
芸 灘 , 松山 の 地域 に 縮 少 き れる 由 で ある 。) 以上 の 個 折 で ある 。 こ とこ れ ら は 筆者 の 表層 構造 で は 
いづ れる 地 向 斜 (又は 凹 地 ) で あつ て , 中 央 山地 を 除き 第 1 層 (Young sediment と 考え られ 
る 。) の 存在 する 地方 で ある 。 か つ , 第 1 層 の 分 布 は 重力 異常 の 負 の 地域 と 非常 に よく 一 致し 
て いる 。 と の よう に 重力 測定 の 結果 と 筆者 の 表層 構造 は , 資料 の 精度 , 求め うる 構造 の 規模 の 
大 いき 等 を 考え あわ せる な ら , 高い 一 致 を 示す と 思う 。 

4. 地質 構造 と の 関係 に つい て 地質 学 で 知ら れ た 日 本 の 構造 と どの よう な 関連 が みれ ら る 
か 。 地質 学 的 構造 は 地表 で の 踏査 に よ つ で 得 ら れ た も の で あつ て , 詳細 に 記述 され て いる が , 
筆者 の 表層 構造 は 地震 波 の 伝播 速 度 よ り 出し た る の で ある か ら , 構造 の 規模 や 物 の 見 方 の 点 で , 
と れ ら を 直接 結び つけ る と と は 容易 で な い 。 

古く , E. Naumaun 以来 , 日 本 弧 は 中 央 部 の 大 裂 鏡 , すなわち OCG Magna 
(に よ つ て 南北 両 弓 に 分 け られ, 更に 両 縮 を 中 央 帯 と いう 大 中 央 像 線 に よ つ て 内 外 両 側 に 分 けら 
れる 。 と いう 。 と の 日 本 を 4 分 する 構造 は , 筆者 の 構造 に も 類型 が 見 だ され る 。 す な わ ち , 中 
天 帯 に 関し て は 深 さ , 20 料 , 30 料 の 各 水 平 断 面 図 に 相関 が 見 られ る 。 し か し 豊後 水道 以西 で は 
必 し も 地質 学 に 説く 所 と は 一 致し て いな い 。 (も つと も 九州 に 入 つ て か ら は , 地質 学 で も 種々 
説 が ある よう だ が 。) 関東 地方 で は 四 央 帯 は , 地表 下 に か くれ 高岩 熊谷 附近 を 通り , 筑波 山 と 
銚子 の 間 よ り 大 平 洋 に 抜け る と いわ れる が , 第 6, 第 7 図 の 第 4 第 5 層 の 関東 地方 の 分 布 は 
や や と これ だ に 似 か よ つ た 傾向 を も つ 。 又 , いさ きか 詳 論 (< わた だ る が , 第 4 図 で 第 5 層 が 四国 紀 人 
に お いて 明か 示す 中 央 帯 が , 中 部 地方 で 北 に 張り だ し て いる と と に つい て は , 地質 学 で 次 の 
よう な 説 が ある 。 すなわち , 相模 滴 駿 河 湾 で は sediment は 相当 深い が , 伊 豆 半 島 で 浅く , 
その 下層 と し て 固い massif が 存在 し て , こと れ に より 中 央 帯 は 抵抗 を うけ て 北 に 満 曲 し た 。 と 
いう 。 と の 説 は S'- 1 を 代表 と する , と の 地方 の 垂直 構造 図 と 合致 し , この 考え に 持 る 与 


える 1 つの 根拠 と な ろう 。 
糸魚川 一 華山 で 指摘 きれ る , いわ ゆる Fossa Magna に つい て は , 深き 10 科 , 20 桁 3 
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の 各 図 に 示 き れ た , 第 2, 第 3, 第 4, 第 5 層 の 組合 せ に よ つ て 指摘 で きる 。 特に , FSSa 
Magna が 中 央 帯 の よう な 鋭い 不 連続 で な く , 地 向 斜 (中 部 地 向 斜 , 甲信 地 向 斜 ) で ある と い 
うぅ 地質 学 の 説く 所 は , 筆者 の 構造 の 示す 所 と 一 致し て , 日 本 弧 が Fossa Magna た お いて 東 
西 2 部 分 が 接合 し た と いう 考え 方 を 否定 する 。 と の 地 向 斜 は 深 さ 40 料 の 図 で は 姿 を け す が , 
同 図 で は こと れ と 一 対 と る 言う べき , 東西 に 鋭角 の クサ ビ 形 を な す 第 4 層 の 第 5 層 へ の 切 と み が 
関東 中 央 部 に 表 わ れ る 。 こ と の 2 つの 地 向 斜 は 第 6 図 で は 連結 し て , 第 5 層 を 東北 部 と 南西 部 に 
2 分 する 。 最近 , 地質 学 で , 高崎 附近 の 第 3 紀 層 と 長野 県 下 の そ れ が 全く 同一 と 見 な せる , と 
いう と と が 言わ れ て いる が , と の 事実 と 結び つけ て 興味 ある よう に 思わ れる 。 詳細 な 構造 (1 
例 を あげ る と , 領家 complex の 分 布 選 第 5, 第 6 図 に お ける 第 5 層 の 分 布 の 極 似 。 等 ) は 限 
度 を こえ る の で 言及 する と と を さけ る が , 特に 述べ た い の は , 日 本 白 の 骨格 を な す 規 模 の 構造 
が , いく ば く の 根 深き を も つて いる か を 示し た と と と 考え る 。 駐 地質 学 で は 「 も の 」 そ を その も る の 
を 踏査 追 夫 し て ゆく に 対し て , と と に 示し た 構造 は 縦 渡 の 伝わる 速 さ と いう 表現 で 分 類 し て い 
る 。 と の 点 注意 せ ね ば な ら ぬ と 同時 に , それ ら の 関連 が な に が し の 問題 を 提供 する と 思う 。 
5. 深 発 地震 の 走 時 偏 倫 と の 関係 に つい て 。 深き 50 料 以 浅 の 表層 構造 が 深い 地震 の 走 時 の 
偏 よ り に いか な る 影響 を 与え , 双 実 際 . その 走 時 偏 谷 が 述べ られ た 表層 構造 と いか な る 一 致 を 
も つか 。 深 発 地震 の 走 時 偏 倫 と つい て は 和 達 博士 の 出さ れ た 結果 が あり , と れ と 筆者 の 構造 か 
ら 算出 し た 結果 と は , よい 一 致 が 見 られ る と 言え る 。 こ と の 問題 に は 派生 的 な 事柄 も 含ま れ て く 
る の で , 次 稿 に 詳し く 述 べた い 。 

6. 謝辞 指導 教 記 で ある 佐々 憲三 教授 に , 又 御 批判 下さ つた 和 達 , 坪井 両 博士 に , 又 特 に 
地質 学 の 方 面 で 御 懇 第 な 御 教 示 を 与え を られ た 根 山 次 郎 京 大 教授 に 厚く 感謝 致し ます 。 

(な お , 本 稿 は 1954 年 春の 地震 学会 で 講述 され た も る の で ある 。) 
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The after-shock regions of 39 shallow earthquakes which took place in and near Japan 
(Table 1) are determined and the relation between thier areas and the magnitudes or 
energies of main-Shocks is investigated. If we assume that the logarithm of the area 4 
(km?) and the magnitude 7 are in linear relation, i. e., log 4 オーg47 十 6 (Fig. 2 へ 3), the 
constants Z and 〉 become as follows, 

cg 三 1.02 土 0.08, 6 ニー4.01 土 0.57 (for 39 total earthquakes) 

g 王 0.93 土 0.08, ゥ ニー3.18 土 0.61 (for 23 oceanic earthuakes) 

eg 三 0.85 土 0.10, 5 ニー3.05 土 0.72 (for 16 land earthquakes) 
From the relation between 7 and 万 (erg), we get 4cc 万 %。 where m=1/2, then 万 /4cc4oc 
万, thiS means that the surface density of energy increases as the energy inCreaSeS. 


9 才 aE し 。 が / き 
浅い 大 地震 の 後に は 多く の 余震 が 発生 する が , これ ら 余 震 の 震央 は 本 震 岩 央 付近 の ある 限 
られ た 範囲 内 に 分 布 す る も の な の で , 「 余 震 区 域 」 と いう も の を 考え て , その 位置 や 面積 な ど 
と 本 震 の 震央 位置 , 大 き さ , 地殻 変動 や 発震 機構 と の 関係 な ど に つい て , いろ いろ と 調査 研究 
する と と が 行わ れ て いる 。 そ の 一 つと し て , S. Homma と 筆者 の 一 人 A. Seki@ や は , 余 吉 
区 域 の 面積 と 本 誠 の 有 感 半径 と の 間 の 関係 を 本 邦 の 約 20 個 の 地 療 に つい て 調査 し , 有 感 半径 
と と も に 面積 も 増大 する が , その 関係 は 海 の 地 療 と 陸 の 地震 と で 異 り , 同じ 有 感 半径 に 対し て 
は 海 の 地震 の ほう が 面積 が 大 きい と いう 結論 を 得 て い る 。 と と で は , 資料 を さら に 追加 し て , 


余震 区 域 の 面積 と 本 震 の エネ ルギー と の 関係 に つい て し ら べ て みた 。 

$S 2. 資 料 

気象 要覧 お よび 地震 月 報 に よれ ば , 1931 年 1953 年 の 23 年 間 に 本 邦 付近 で 10 回 以上 の 祭 
岩 が 観測 きれ た 地震 が 約 70 回 起 つ て いる が , と と で は その うち 約 30 個 の 地震 を もとり あげ た 。 
Table 1 に その 大 央 と マグ ニチ ュー ド を 示し て ある 。 マ グ ニ チ ュー ド は Cutenberg-Richter 
の 決め だ も の を 主 と し , それ が 与え どれ て な いも の や め , 妊 単位 で 与え られ て いる も の は , 
Kawasumi お よび Tsuboi の 方 法 で 決め た も の を 考慮 し て , 最も 妥当 と 思わ れる 億 を 採用 し 
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No. Date 
| Mar. 9, 1931 
議 計 : Sept. 21, 1931 
凍 5 Nov. 2, 1931 
4 | Jan. 7, 1933 
5 | Mar. 3, 1933 
6 | Oct: 13, 1985 
際 馬 を | 。Ocewd8zd685 
| 8 | Feb. 21, 1936 
9 Nov. 3, 1936 
し ad0 May 23, 1938 
| 11 | Nov. 5, 1938 
12 May 1, 1939 
5) IMay 12, 1941 
| 14 | Nov. 19, 1941 
トド 15* | ApE: 1, 1948 
| 漠 6x。 | um 中 8 4945 
17 Aug. 12, 1943 
18 Sept,10, 1943 
19 Dec. 7, 1944 
20 | Jan. 13, 1945 
21 Feb. 10, 1945 
22 | Dec. 21, 1946 
23 Nov. 4, 1947 
24 May 8, 1948 
25 | May 12, 1948 
26 Jun. 15, 1948 
の / 全 | 所 DO 清 認 25 当 948 
28 | Dec. 26, 1949 
29 Mar. 4, 1952 
30 Mar. 7, 1952 
31 Nov. 26, 1953 
32 Jun. 2, 1923 
33 Sept. 1, 1923 
34 Mar. 3, 1927 
| 35 May 27, 1928 
| 36 Nov. 26, 1930 
1 隊 3 Apr. 21, 1935 
38 Dec. 8, 1937 
39 Dec 1941 


宇津 徳 治 , 関 彰 
Table 1 
Epicenter | | 
Location = し ン 4(109km う 9 
| 4(“ 比 ) ゅ (”N) | | 
Off Hachinohe 141.9 |。.40.6 73 5.6 
West Saitama 139?20/ | 36?067 4 な 7 0.47 
Hyuganada 92. 人 4 放 香 92 か 「 7.0 1 中 
Off Miyako 144.0 40.3 | 6.8 3.4 
Off Sanriku 144. 7 39.1 8.5 87 
Off Miyako 143.3 40.4 7.1 2.9 
| Off Miyako 143.8 40.2. 2 
「 Kawachi-Yamato 、 135?405| 34231/ 」 6.5 | 0.23 
| Off Kinkazan | 142.0 | 38.4 7085p- り 中 の 王 
Off Shioyasaki 。 | 141.45 」 36.7 7.4 8.2 
Off Fukushima 14F.0K 221 。 も 7 10 
| Oga Peninsula 1397497 | 30955 | 6.9 | 0.52 
Off Miyako 143.5 | .39.6 6.5 | 0.24 
| Hyuganada | 1322077 | 329177 7.5 
Kashimanada 3 0 | 1 ほな 3.4 
Off Hachinohe 142.7 09 一條 72 4.7 
Near Tajima 139.8 37.3 1" 6 0.92 
Near Tottori 134.2 99$ 5 | 7 作 衝 0.78 
| Tonankai | 136.2 35.7 7.9 10 
| Mikawa 37 2 多 記 1 な 本 
| Off Hachinohe | 142.1 200 の Won 10 
Nankaido 19 引 6 店 江 二 3830 | 8.2 27 
| OffE Rumoe 141.0 43.8 7 の 
Hyuganada 131.6 32.0 6.8 3 
| Off Kinkazan 。 | 142.3 | 37.8 6.8 1.4 
_Hidaka River に 9525: | 3 が の 1.0 
Near Fukui | 136515/ | 362077 し 0.95 
| Near Imaichi 139?40/ | 36417 | 6.5 0.12 
| Tokachi 143c52/ | 42209/ | 。8.1 22 
Off Daishoii 136c12/ | 369228/ 6.6 0.60 
Off Boso 141.8 34.8 8.0 10 
Kashimanada 141.4 | 36.0 率 2 8.8 
Kwanto | 139.3 | 35.3 8.1 19 
Tango 135 症 5 の 人 6 1.9 
Off Miyako 142.8 | 40.2 7.0 4.0 
North Izu 139.0 DS oO 1.5 
Shinchiku 120.8 24.4 29 1.5 
Shinko 120.6 23.4 7.2 1.2 
Kagi 121.4 23.0 6.9 | 0.80 
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| 3 42.5 


Fig.。 1(a) 
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だ た 。 お の ね お の の 地震 に つい て の , 余 過 圭 央 の 分 布 を 示し た も の が Fig.1 で . 図 の 二 重 丸 は 本 
短 岩 央 で あり , 各地 震 ど ご と の 番号 は Table 1 の 番号 と 対応 する 。 地 図 の 縮尺 は すべ て 同じ で , 
スケ ー ル は 下 に 示さ れ で いる 。 経 紳 度 線 の 引い て ある 部 分 は 海 で ある 。 資料 の 出所 は だ いた い 
所 象 要覧 (1931 年 一 1950 年 ), 地 雲 月 報 (1951 年 1953 年 ) で ある が , その 他 に 参照 し た 廊 南 
は 朗 末 に 掲げ て ある 。 

な お, 上 記 31 個 の 地震 の ほか , 1930 年 以前 の も る ので, 適当 な 地震 が 5 個 見 出さ れ た の で つ 
け 加 え , さら に , 陸 の 地震 の 数 が 少な い の で , 間 の 電導 3 人 を 増し 合計 39 個 の 地震 に つ 
いて 調査 する と と に し た 。 追加 し た 8 個 の 地震 は Table 1 の No. 3239 に 示す が , と れ ら 
淫語 に 6 で まま の あす で 2 


S 3. 面積 と エネ ルギー 


以上 39 個 の 地震 に つい て , を 「 "・ 「 @ | 
の 余 岩 区 域 の 面積 と 本 震 の エネ ル |94W' の 
ギー と の 関係 を し ら べ る わけ で あ 」 の 
ォ ビ @ 9 @ 2 トリ | 
る が , まず , 面積 は , 余 戻 区 域 を CM の 
@ ? 2 
椿 円 と みな し て , その 長径 と 短 径 0 2 
5 ョ の 5 @ ピ に 
を 測 つて 計算 し た 。 得 ら れ た 値 は :L。 2 で 林 婦 ゴ 
Table'1 に ポ し て ある 。 一 方 エネ ンタ e * * 
ルギー は , その 絶対 値 を 求め る と a た 
る に 2 寅 3 ] 
て も むず か し く , 同じ 地震 を 5 Eo 二 8 83 
で も る 求め 方 に よ つ て か な り 違 つた Fig. 2 
値 が 用 6 る 5 の で ある か 多く ーー に と さき ・ ーー ュ ーー で 
の 地震 の エネ ルギー の 比較 の た め (20 が 
Ca 
に その 相対 値 ど だ け を 問題 に する の | | ーー 信 
で 〇 ン 2 まり 
な ら ば , Gutenberg-Richiter の の ンー 2 9 
6 し で 2 
の (で マウ デブ テー ド がら 5 8 0 も 
1og アー1.8 7+12 (1) o ぞ の す 。 ゅ て 
9 る あべ 2 @ 
(の きよ づつ で ボボ めで で 一応 よ ヾ と 224 くら oO る 
思わ れ る 。 レン 
ョ = 3 ん 
を そ と で まず , 余 岩 区 域 面 積 2 @ ーー ュー 一 ーー 
6.5 7.0 7.5 S.0 9.5 


4 (km?2) と マグ ニチ ュー ド Z 
の 間 の 関係 を し らち べ る た め , 筑 
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軸 に 7 縦 軸 | に 1og 4 を と り , Table 1 の デー タ を プロ ッ ト し て みる と Pig.2 の よう に 
な つた 。 と れ を みる と , 本 岩 の マ グ ニ チ ュー ド が 大 きい ほど , 余 乱 区 域 の 面積 も 大 きく な る 傾 
向 が ある と と が わか る が , いま 両者 が 直線 的 な 関係 に ある も の と 仮定 し て 


log 4ーg 7 十 の (2 ) 
と お き 最 小三 乗法 (Deming) で 係数 る 2 の 値 を 求め て みる と 
g 三 1.02 二 0.08, の 三 三 4.01 和 0.57 (3 


と な つた 。 と れ を 示し た も の が Fig.2 の 直線 で ある 。 

次 に と これら の 地震 を 海 の 地震 と 陸 の 地震 と (に 分 け て みる と , 海 が 23 個 , 陸 が 16 個 と な 5 
Fig.2 を 海 と 陸 に 分 け て 書き 直す と , ig.3 の よう に な り , 海 の 地 震 ( 白 丸 ) の ほう が 余 岩 区 
域 の 面積 が 大 きい 傾向 が ある と と が わか る 。 前 と 賠 じ く , 海 と 陸 の お の お の に つい て (2 ) 式 を 
仮定 し て 係数 2 の 値 を 求め て みる と , 


海 の 地震 : g= ニ 0.93 エ 0.08, 2 ニー3.18 エ 0.61, (4) 
陸 の 地震 : g 三 0.85 エ 0.10, 2ーー3.05 エ 0.72 5 


SSD 
次 に の 4 と 4 と の 関係 か ら 4 (km?7) と エネ ルギー ぢ (erg) と の 関係 を 求め る と (1) 
お (2) あら 


4=10 が (6) 
の の と し て (3③) の 値 を 入れ れ ば 
年 R5XK10 で の クタ に 7》 
また 海 と 陸 に 分 け て (4) (5) の 値 を 入れ れ ば 
海 の 地 震 : 4ー テ (4.8x10~-0) 992 。 (8) 
陸 の 地震 : 4= テ (1.9x10-9) 万 9 . (9 ) 
いずれ に し て も 万 の 指数 は 0.5 程度 と な り , これ を 0.5 と みな す な ら ば 
//4 ce 用 oo ん 戸 (10) 


と な り 面 積 4 は エネ ルギー の 二乗 根 に 比例 する と と に な る 。 $ も ちろ ん (2 ) ある い は (6) 式 
は , 用 と 44 ある い は この間 の 関係 を 表わす た め 便 宜 上 採用 し た 式 で , 両者 が この よう な 
函 数 関係 に な つて いな けれ ば な ら な いと 主張 する わけ で は な い が , 単位 面積 当り の エネ ルギー 
/4 は 地震 の 大 きく な る は ほど 大 きく な る と と は 確か で あり , も し 余震 区 域 に は 本 圭 の エネ ル 
ギー が た くわ えら れ て ね おり, その 密度 が 一 定 の 限界 を 越え る と 地震 が 起 る と 考え る な ら ば , エ 
ネル ギー の 面積 密度 /4 は 地震 の 大 き さ に か か わら ず 一 定 と な る よう 思え る が , 実際 は そう 
な つて いな いこ と と を 示し て いる 。 と の と と は な か な か 興味 の ある 事実 で ある 。 
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S 4. 追 
その 他 , Fig.1 を みる と , よく 知ら れ て いる よう に , 本 展 鍵 央 は 余 赴 区 域 の 一 端 に 位置 し て 

いる と と が 多い こと が わか る 。 し か し 福井 (No. 27) や 栃木 今 

る まう で あ 浴 。 


に 吊 有 
| 


市 (No. 28) の よう な 例外 も あ 


余 記 は 本 誠に と も な つて 地殻 変動 の 生じ た 区 域 に 多い と いわ れ て いる が , 本 震 の 発震 機構 と 
地殻 変動 の 関係 は , いろ いろ 議論 され て いる と と ろ な の で , 余震 区 域 の 位置 と 本 岩 の 初 動 分 布 
と の 関係 を し ら べ て みた が , 特に 著しい 関係 は 見 出せ な か つた 。 な お 本 邦 だ け の 和 観測 資料 に よ 
れ ば 陸 の 地震 は 大 部 分 四 和 象限 型 な いし は 双曲線 型 で , 海 の 地震 は そう で な いも の が 大 部 分 な の 
で , 前 記 余 誠 区 域 の 面積 と エネ ルギー の 関係 式 を と の 二 種 に 分 け て 表わす と と も で きる が , 結 
果 は も と と て と 大差 な い の で と と に は 記さ な い 。 

な ね お , 余 岩 区 域 の 面積 と 余震 の エネ ルギー と の 関係 に つい て もぉ 簡単 に 調べ て みた が , 本 岩 の 
エネ ルギー と の 間 の 関係 の よう な , は つき り もし た 関係 は 見 出せ な か つた 。 
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The Variable Inductance Type Seismograph 
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The result of applying the differential transformer of variable inductance type to the 
Seismograph as a transducer proportional to displacement has been satisfactory. 
The merits of the differential transformer are as follows : 
1. It satisfies our requirement for linearity over a wide range of displacement. 
2. As a seismograph it is compact in size and simple in design. The circuit for vacuum 
tubes iS also simplified. 
3. It iS readily possible to increase the magnification to 105 by amplifier circuits. 
Microtremors and microseismSs have been recorded by attaching electrodynamic 
transducer (moving coil type) and differential transformer to the pendulum of a seism0- 
grpah with a period of 1 second. In using the velocity seismograph (electrodynamic tran- 


sducer attachment) with an integrating circuit hooked up to the amplifier circuit, at 
Hongo in Tokyo, when the time constant iS raised to 4 sec., the results agree with those 


of displacement seismograph (differential transformer attachment). 


S1. 実験 の 目的 

地震 計 に は 機械 的 , 機械 一 光学 的 , 及び 電気 的 な 拡大 装置 を を そ を な えた も の が ある が , と の 中 
機械 的 拡大 の 地震 計 は 倍率 が 制限 され, 又 大 型 振子 が 必要 で ある . 光学 的 な る もの で は 倍率 は 10* 

が 事実 上 の 限度 で あり , 又 遠 隔 記録 が 出来 な い . と の 事 は 観 に あたり , と と に 野外 観測 の 時 
に 不便 が 著しい - 

電気 的 地震 計 は 増幅 器 に より 高 倍率 を 得る と と が 出来 る が , 現在 の 殆ど すべ て の も の は 電 税 
変換 器 も を を そなえ て いる の で 振動 速度 に 比例 し た 電圧 を 得 て , それ を 増幅 淀 で 十分 に 拡大 し 光学 
昌 細 議 隊 ME 
て 動作 し て いる . 変位 に 比例 し た る の を 取出 す に は 一 回 積分 回 踏 を 通す か , 又は 振動 記 $ 
いて 積分 し な けれ ば な ら な い . 和 rk 


ど な い . そ と で 変位 に 比例 する 変換 器 と し て differential transformer を 応用 し , 地震 計 と 
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し て 満足 し 得る 結果 を 得 た . differential transformer は 計測 方 面 で は 50 年 に わた つて 研 
究 さ れ て 居り 変位 , 圧力 等 の 測定 に 又 strain gauge と し て 広い 応用 範囲 を もち つて いる が 今 ま 
で に 地震 計 に 応用 きれ た と と は な い 様 で ある 

今回 の 実験 で は differential transformer を 地震 計 の 振子 に と りつ け , 廊 献 類 に 必ず し も 
具体 的 に 記載 きれ て いな い 事柄 を くわ し く 調 べ タ 微動 を 記録 し , 更に moving coll type の 
変換 器 を 用 いた 地震 計 (周期 1 秒 ) の 増幅 回 路 に 積分 回 路 も 用 いた も の も 同時 に 記録 を と り 両 
者 を 比較 し て みた . 

S2. Differential Transformer 

Differential transformer は 1 次 で Oil と 2 つの 2 次 ooil 及び 鉄 選 から 成り ,。 2 つの 2 

次 coil は その 出力 電圧 の 位相 が 180” ずれ る 様 に つなが つて いる . 


Fig. 1 で 鉄心 A を 矢印 の 方 向 に 動か す と 1 次 coil と 2 次 coil Si 
の 間 の 磁束 が 変化 する . 鉄心 が 2 次 coil Si の 方 に 動け ば Si の 
ig, 1 位相 の 出力 電圧 が 増し , S。 の 方 に 動く 時 は Si と 反対 の 位相 の 出 

air COTe tyDr 
力 電 圧 が 増す . Si 側 と Ss 側 の 磁束 の 変化 が 等 し い 様 に 鉄心 の 位置 
を きめ れ ば , すなわち balance point で は Si と S。 の 出力 電圧 は 等 し く か づつ 位相 が 反対 で あ 
る か ら 出 力 は 零 で ある . Figs. 1 , 2, 3, 4 で 示さ れる 様 に inductance type の differential 


transformer (に は air core type, "EE”, HH core type 等 が あり 鉄心 8 pole piece に 平行 に 


Fig.2 Fig.3 Fig. 4 
Air core type 2R core type HI core tyYpe 
動く も の, ある い は pole piece の まわ り を 左右 に 動く $ る の 等 が ある . air core type と “E”。 
"HH” core type は Electrodynamic な 変換 器 で は moving coil type と variable reluctance 
type に 対応 出来 る . 
実験 に 用 いた も の は air core type の も る の で 原型 の 寸法 (数 字 は mm) を Fig.5 に 示す . 

敵 心 に は ferrite core (:800>1, 000) を 用 いた 。 coil は 2 次 側 を 開放 し 
た 時 に 1 次 coil の inductance は 88mH (巻数 2000, 直流 抵抗 300 ひ 2) で 


ある . 又 input へ の 交流 電源 に は 1000c/s の 発振 器 を 用 い , 増幅 器 は 2 段 
増幅 の 後 位相 選別 検波 回 路 を や 用い た. この 回 路 は 最も 基本 的 な 位相 検波 回 路 Fig. 5 


ーー フ 


で ある . と れ ら を Fig.6 に 示す . 増幅 器 は galvanometer の 感度 が よけれ ば 2 段 増幅 の 必 
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要 は な い . (Fig.6 の る の に は Y.E. W. vib.H (cm/mA) を 用 いて あ 


る .) 台 書 galva. を 
用 いれ ば 更に 6V6 push-pull 出力 段 回 路 を 必要 と する . 


Fig. 6 Amplifier 
Modulafed 
Corrier 


Oscillator 
Amplifier 
Vi OS We 却 6.5 IVeNV: 他 6H 6 WIVeEENOSN// 
RS 三 1KO R。 ニ 1 MO R。= ニ 250K の R。=500K0 
R。 一 6502 RE 孝 5NO R,, R。 R。 王 10K の Ke 1 夫 =U1KW の 
R」。, 1 25K の 5 RS 二 中 8KO 
(@ の に ニ タン 57】 C。=0.06/F (と ーー 4 三 0.002/F 
C。 三 5 F C。, C, 三 10gF Cs, C。=0.2wF 
Oscillator 
V, Vs。 三 12AU 7 
R,, R。 三 100K の R。 一 500 め 2 R。 三 300K 
R。ー200K2 RT K め 
C」=0.1E C。 三 0.1/F 


と の 実験 で 用 いた differential transformer の 感度 及び linearity は Figs. 7 , 8 に 示し て 


ある が , 地震 計 の 倍率 に 較べ て は る か に 必要 以上 の 広い 範囲 に わた つて 十分 な jinearity が 得 
られ て いる と と が わか る . Fig.7 は 位相 選別 
検波 回 路 で 整流 し た 後 の 出力 を 増幅 器 を 通さ 
な い 前 の 出力 に 換算 し て 示し て ある . 倍率 は 
増幅 器 , vib. H を 通し て 3500 倍 で ある . 


V 


oO ! 2 3 4 5 6 7 8 9 IO IO や mm Vi cm 


Fig.7 Core displacement vs output voltage Fig. 8 Core displacement vs output voltage 
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な お 1 次 coil に 直流 を 重野 する と と を 試み て みた が 2 mA. な が す と と に より 感度 は 約 20 
低下 する . 4 mA. で は 約 30 包 で ある 

一 般 に 変圧 器 の 性 質 上 2 次 coil の 巻数 を 多く し て , 鉄心 と coil の 間際 を 小さ くす る 程 感 
変 は よく な る . 増 幅 器 の 感度 を 上 げ る 程 高 倍率 の る の が 得 られ る わけ で ある が , あま り 感 度 
を よく する と differential tranceformer の balance が と り に くく な りら , 朗 Hinearity の 
よい 範囲 が 狭く な る . balance 及び jinearity の 問題 に つい て は coil 及び 鉄心 の 構造 , 配 
置 の 非対称 性 が 最も 逐 響 する 様 で ある . 例え ば Fig.5 で 1 次 coil の 間隙 a が 大 きく b が 
小さ きい 程 感度 が 悪い . 更に phase shift の 問題 , すなわち 2 次 coil S, S。 の 出力 電圧 の 
位相 が balance point の 附近 で 完全 人 を 打 消 し 合わ な い 場 合 は 位相 選別 検波 回 路 に 増幅 器 を 通 
し て 入 つ て 来る 電圧 の 位相 と 発振 器 か ら 直 接 入 る 電圧 の phase の 差 が 大 きく な る の で , phase 
shift の な い 場 合 と は 電圧 の 振幅 が 異 り 従 つ て balance point の 附近 で Hinearity が 悪く な 
る わけ で ある . 結局 感度 balance, linearity に つい て 注意 すべ き と と は coil を ミ きれい ! 【 征 コ 
く と と , co1l と 鉄心 の 対称 が 正しい と と , coil 及び 鉄心 の 寸法 が 適当 で ある こと 等 で ある . 
balance に つい て は 殊 に 鉄心 を 安定 に 取 つ ける こと が 必要 で ある . 以上 の と と を 考え れ ば 今回 
使用 し た も る の に つい て は 2 次 coil の 巻数 を ふやす と と , 増幅 器 の gain を 上 げ る と と 等 に よ 
つて 更に 10 倍 位 倍率 を 上 げ る と と は 容易 で ある . 双発 振 器 の 出力 を 大 きく し 1 次 coil に 
大 電力 を 通す こと に よ つて 更に 感度 を 上 げ る と と が 出来 る 、 (この 場合 変圧 器 は 大 型 に な 
2 

S3. 地震 計 へ の 応用 


Differential transformer は 鉄心 を その まま 振子 部 分 に し て 地震 計 1 に 構成 させ る と と も る 出 
来る し , 多 地 震 計 の 振子 部 分 に と りつ け て も その 変位 に 比例 し た 記録 を と る こと が 出来 る 。 

今回 の 実験 で は 前 節 に 述べ た 型 (Fig.5 ) を moving coil type の 変換 器 を $ つた 電磁 式 地 
岩 計 (周期 1 秒 ) の 振子 に と りつ け , moving coil type の 変換 器 る 同時 に 使用 し て 記録 を と つ 
た . differential transformer に は 前 節 に 述べ た 増幅 器 を 用 い , moyving coil type の 変換 
器 に は MG-IV type の 増幅 器 を 用 いた . 


『1g. 9 は 本 卿 で 観 油 し た 微動 の 記録 で , 周期 1 秒 の 振子 に 電 破 変換 器 (moving coil type) 
と differential transformer が と りつ け て ある 地震 計 に よる 6 の で ある . A を みる と 速度 
計 GmoVing coil type) の 記録 に は 短い 周期 の も の が み な で 生 0 
秋 位 計 (differential transformer) の 記録 に は 2.5 秒 位 の よ り 長 周期 の る の まで が 入 つ て い 
る の が みえ る .B, CD は MG-IV type の 増幅 器 の 回 路 中 3 段 目 の R-C 積分 回 路 の R 及び 
し を FR を 500k0.C を 0.5zF より 8zF まで 変え て , すなわち 増幅 回 路 横 分 回 中 を 設 


iz 
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Fig. 9 A セーElectrodynamic transducer (moving Coil tyDe) 
D-_Differential transformer 
B E__Record with integrating circuit hooked up to the amplifier 
circuit of electrodynamic transducer (R 三 500K の 2 C=0.5/E) 
D-ー Differential transformer 
C E_ー Record with integrating circuit (R 王 500K2 C じ ニー2/P) 
リー Differential transformer 
D E_Record with integrating circuit (R 王 500K2 Cー8/P) 
Dー Differential transformer 


け て 再び differential transformer と 同時 (に A と 同じ く 本 郷 で 記録 され た 微動 で ある . B, 
同 0 


千 囲 に わた つて 積分 が 行わ れ て いな いた め 2 つの 記録 に 差 が 目立つ の で ある が , 2 /F, 8 pF 

と time constant (CR) が 大 きく な る に つれ て 電磁 変換 器 の 出力 を 積分 し た も の が 変位 計 の 記 

録 に 似 て 来る の が み ら れ る で あろ う . 8F で は 殆ど 変位 計 の 記録 と 一 致し て いる .・ すなわち 

都会 地 で 観測 きれ る 微動 を 周期 1 秒 の 振子 で 記録 する 場合 積 

(こと れ ば 十分 で ある と と が わか る . 又 Fig.10 は 積分 回 路 を 通さ きず に 速度 計 の 記録 を 計算 (に よ 
を 大 きく 拡大 し て 細か く よ み と つて 


回 路 の time constant は 4 秒 


て 変位 に な お し た も の で ある . 計算 に よる 積分 は 原 記録 
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計算 すれ ば 精度 の よい と と は 言う まで も な い . と の 場合 は 原 記録 (Fig.10 の 3 倍 ) を 時 間 軸 
と つい て 0.5mm 毎 に わけ 振幅 を 0.1mm の 目盛 の ある ルー ペ で よみ と つた も の で ある . と 


の 程度 の よみ と り 方 で は その 精度 に 関し て は 積分 回 路 

"て MM に よる 積分 に 及ば な いと と が わか る で あろ う . 更に 長 
SUM 周期 約 4 秒 の 脈動 を 記録 し た も の を Fig.11 に 示す . 
AAIUAAA 以上 記録 し た 脈動 に は 色々 の 周期 の る の が 重 な つ て い 
テー が ・ る が , ロ ハ 回 路 に よ つ て 短 周 期 (0.2 秒 て 0.3 秒 ) の 分 を 
Fig.10 除い て し まう と と は 勿論 可能 で ある . 増幅 器 の 積分 回 


A--Result of integrating graphically * で で 放し な 「 
a record obtained from electro- 踏 を 通す 場合 , 問題 に な る の は 微動 の spectrum と 振 


dynanic transducer (moving coil 。 ま 
子 の 周期 と 積分 回 路 の time constant で ある か ら , 


tyDe) 
B 一 Differential transformer 0 * < 
C 一 Electrodynamic transducer 微動 ば か り で な く 本 当 の 地震 に つい て も 比較 し て みる 


(moving coil tyDe) 


必要 が ある . 本 当 の 地震 は その magnitude に る も る よ 


る が spectrum の 幅 は より 広い WW 


と 考え られ る . 致 秒 程度 の 周期 
まで 問題 に する 時 は time AM 


constant 三 4 秒 位 の 積分 で 十分 lsee 


で ある が , より 長い 周期 を 目的 Fig.11 Records of microseisms 
E Electrodynamic transducer 
と する 時 は それ に つれ て time C Differential transformer 


constant を 大 きく し な けれ ば な ら な い . この 様 に 積分 の 範囲 を 広く する と 増幅 器 の gain が 
全体 と し て 下る の は や む を 得 な い . 位相 を あま り 問 題 に し な い 時 は 何れ に せよ time constant 
は も つと 小さ きく と も る よい わけ で ある . 

$4. 結 論 


Differential transformer を 地震 計 に 応用 し た 場合 の 利点 と し て は , 


1. 十分 に 広範 囲 に た わた る 変位 に つい て 我々 の 必要 と する Hinearity は 満足 すべ き で ある 
と と ・ 但 し 増幅 器 の gain を 上 げ る と 増幅 器 の 方 の linearity に 影響 する お それ が ある . と 
の 点 を 考え て differential transformer 及び 増幅 器 の 設計 を し な けれ ば な ら な い . と の た め 
に は galva. の 感度 が よい 程 有 利 で ある 。 

2・ 交流 50c/S の 混入 が 少 い . moving coil type の 変換 器 で は 何等 か の 理由 に より 50c/s 
の 混入 が 著しい と と が ある . と と 実験 室 等 交流 電源 が 至る 所 に ある 場所 で 記録 を 行う 時 は 交 
流 の 混入 が 著しい . 

3・ 地震 計 本 体 を 非常 に 小さ くす る と と が 出来 る . その た め 数 多 の 利点 が 生ずる . 
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4 製作 が 極め て 簡単 で ある . 従 つ て 動作 し や すく 安定 で ある . 又 真 空 管 回 路 の 部 分 も 簡単 
で ある . 
六条 SpmankT HB 
又は 召 書 式 地震 計 と くら べ る 場合 , 電源 に 心配 の ある 場所 を 除い て は と の 式 に と りか える 方 が 
よい で 沙 肘 め っ 
振子 の 周期 が 短い 場合 , 又は 安定 化 の 装置 を そなえ て いる 場合 に つい て は , 倍率 は balance 
を 極め て 正確 に と る 様 に すれ ば 増幅 器 を 通し て 10 万 倍 は 容易 に 可能 で ある . 
終り に の ぞ み 終始 熱心 に 御 指導 いた だ いた 浅田 敏 氏 に 深く 感謝 する . 御 指導 と 御 激励 いた だ 
いた 松沢 先生 に , 駐 電気 回 路 の 設計 等 に 種々 有益 な 助言 を いた だ いた 田 望 氏 に 感謝 を 捧げ る . 
婦 献 
1 ) W.D. Macgeoge : Instruments 23 (1950), 610 
2 ) H. Schaevitz: Proc. Soc. Exp. Stress Analysis 4 (1947), 79 
3 ) F. J. Woodcock : Proc. I.E.E. (1950) pt.1,136 


4) 田 望 : Zisin 6 (1953), 102 
5) 浅田 敏 :Zisin 7 (1954), 116 
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時 報 


1954 年 8 月 て 11 月 の 顕著 地震 

8 月 27 日 千島 列島 南部 の 地震 

8 月 27 日 03 時 43 分 46 秒 ご どろ, 44。?E, 141.15, 
に 地震 が 起 つた 。 岩 源 の 深き は 約 40km で , 北海 道 
東部 で 有 感 , 最大 震度 , 最大 有 感 距離 は 釧路 管内 
阿寒 まで 350km で あつ た 。 

8 月 28 日 鹿島 灘 の 地震 

8 月 28 日 19 時 01 分 24 秒 ご ろ , 36.7?N, 141. DS 
に 地震 が 起 つた 。 震源 の 深 さ は 約 40km で , 半 東 地 
方 全般 お よび が , 中 部 , 東北 両 地方 の 一 部 で 有 感 , 最 
大 震度 TV, 最大 有 感 距離 は 盛岡 管内 阿 守 まで 355km 
KG の 2 

6 月 30 日 北海 道 は る か 東方 沖の 地震 

8 月 30 日 16 時 57 分 23 秒 ころ , 43.65N, 147.8?E 
に 地震 が 起 つた 。 震源 の 深き は 約 60km で , 北海 道 
東部 で 有 感 , 最大 震度 て 式 , 最大 有 感 距離 は 浦河 まで , 
455km, 規模 M(C) で あつ た 。 な お U.S. C. G. S. 
の 報告 に よる と は 674(Pasadena) で 
あみ つが 。 

9 月 12 日 遷 裳 岬 南南東 沖の 地震 
9 月 12 日 16 時 43 分 47 秒 ころ , 40.9?N, 143.6"E, 


IMagnitude 


に 地震 が 起 つ た 。 震源 の 深き は 約 20km で , 北海 道 
南部 , 東北 地方 北部 で 有 感 , 最大 震度 世 , 最大 有 感 


距離 は 仙台 管内 古川 まで 340km, 規模 M (C) で あぁ 
つつ 9 Se 人 上 S 加 (6 つ SM( の 62894 2 2 
tude 6』 (Pasadena) で あつ た 。 

9 月 26 日 北海 道 南 部 の 地震 

9 月 28 日 01 時 38 分 20 秒 ころ , 42.49N, 142.69E 
に 地震 が 超 つ た 。 震源 の 深き は 70 ン 80km で , 北海 
道 東北 両 地方 の 大 部 で 有 感 , 最大 震度 Y, 最大 有 
感 距離 は 水沢 まで 390km, 規模 M(C) で あつ た 。 

9 月 26 日 北海 道 南部 の 地震 

9 月 28 日 02 時 18 分 22 秒 ころ , 42.59N, 


Magni- 


142.6*E 


に て 地震 が 起 つた 。 岩 源 の 深き は や は り 0 70 ン 80km で 
ギー 東北 地方 の 大 部 で 有 感 , 最大 震度 


> 最大 有 感 距離 は 宮古 まで 330km, 規模 M(D) で 
が あ 


10 月 5 日 房総 半島 南東 沖の 地震 
10 月 8 日 13 時 18 分 18 秒 ころ , 33.772N, 141.39 
FE, に 地震 が 起 つた 。 岩 源 の 深き は 約 50km で , 三 


! 


宅 島 , 人 入 其 鳥 , 関東 地方 の 一 部 お よび , 小名浜 で 有 
感 , 最大 震度 工 , 最大 有 感 距離 は 小名浜 まで 370km 
規模 M(C) で あつ た 。 

10 月 8 日 北海 道 は る か 東方 沖の 地震 

RG 8 日 19 時 46 分 03 秒 と ろ , 43CN, 148/。?E, 

地震 が 起 つ た 。 岩 源 の 深き は 約 60km で , 北海 道 

MY テキ 
km で あつ た 。 

10 月 23 昌 八 寺島 南西 沖の 深 発 地震 

10 月 23 日 01 時 29 分 51 秒 ころ , 325N, 138?E, に 
深 発 地 震 が 起 つ た 。 震源 の 深き は 約 320km で , 東京 
宇都 宮 , お よび 宇都 宮 管 内 今 市 だ け で 有 感 , 震度 
最大 有 感 距離 は 今 市 まで 550km で あつ た 。 

10 月 23 日 千島 列島 南部 の 地震 

10 月 23 日 09 時 45 分 17 秒 ころ , 459。N, 1477。?E, 
に 地震 が 超 つ た 。 岩 源 の 深き は 約 100km で , 釧路 お 


よび 根室 管内 厚 末 だ け で 有 感 , 震度 エ , 最大 有 感 距 
離 は 釧路 まで 37.5km で あつ た 。 

1 月 5 日 三陸 沖の 地震 

11 月 5 日 18 時 10 分 20 秒 ころ , 38.7?N, 143.6?E, 


(< 地震 が 起 つた 。 震源 の 深き は 約 40km で , 東北 地 
方 の 北東 部 で 有 感 , 最大 震度 式 , 最大 有 感 距離 は 青 
森 管 内 休 屋 まで 305km, 規模 M(C) で あぁ つた 。 

11 月 18 日 渡島 半島 東方 沖の 地震 

11 月 18 日 21 時 46 分 30 秒 ころ , 42.155N, 141.69E 
に 地震 が 起 つ た 。 震源 の 深き は 約 80km で , 北海 道 
南部 お よび , 青森 , 岩手 両 県 の 一 部 で 有 感 , 最大 震 
度 工 , 最大 有 感 距離 は 根室 管内 西 別 まで 315km で 
G の g27/ だ あ 

11 月 19 日 三陸 沖の 地震 

11 月 19 日 05 時 44 分 57 秒 ころ , 38.9?N, 142.39E, 
に 地震 が 起 つ た 。 震源 の 深き は 約 60km で , 東北 地 
方 の 大 部 分 お よび , 北海 道 , 関東 , 中 部 各地 方 の 一 
部 で 有 感 , 最大 震度 TV, 最大 有 感 距離 は 旭川 管内 伊 
理生 まで 540km, 規模 M(C) で あつ た 。 

11 月 19 日 日 本 海 北西 部 の 極 深 発 地震 

11 月 19 日 14 時 56.0 分 ころ , 41.25N, 131.8?E 
に 極 深 発 地 震 が 起 つ た 。 震源 の 深き は 500>600km 
で , 本 邦 各地 で ScS が 稚 測 きれ た 。 人 導 戸 , 楠 岡 , 
東京 , 滑 河 , 釧路 の 各地 で 有 感 , 岩 度 エ , 最大 有 感 


か る 
学 会 


距離 は 釧路 まで 1050km で あつ た 。 な お U.S.C.G. 
S. の 報告 に よる と Magnitude は 6!。 て 63/,。 (Pasa 
dena) で あつ た 。 

1 月 25 日 北海 道東 方 沖の 地震 

11 月 25 日 21 時 05 分 14 秒 ころ , 43.29IN, 146.6E 
に 地震 が 起 つた 。 震源 の 深 さき は 50km で , 北海 道東 
部 お よび , 青森 , 岩手 両 県 の 一 部 で 有 感 , 最大 震度 
エ 英 , 最大 有 感 距離 は 宮古 まで 560km, 規模 は M(C) 
6 とか 9 ラリ Ka 


1954 年 7 月 12 月 の 火山 活動 
桜島 1 月 上 旬 か ら 噴 煙 が や や 増加 し , 鹿児島 測 候 
所 の 地震 計 に は 火山 性 微動 が 記録 きれ た 。 
温泉 岳 10 月 21 日 14 時 >16 時 の 間 に 温 泉 岳 測候所 の 
地震 計 に 22 回 (中 15 回 は 有 感 ) の 局 発 地震 が 記録 さ 
7 
阿蘇 山 中 和 岳 第 1 火口 は 10 月 31 日 , 久しぶり に 活気 
を 星 し , 火口 内 で 噴石 活動 が み ら れ た 。 以後 11 月 ・ 
12 月 共に や や 活動 し , と きど き 火 口内 で 噴石 活動 が 
あり , 火 日 附近 で は 降灰 が あつ た 。 
明神 礁 11 月 4 日 14 時 >15 時 の 間 に 爆 発 が 2 回 あつ 


呈 L 
F 
ー 
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た て と と を 附近 航行 申 の 漁船 栄吉 丸 が 認め た 。 
三原 山 1 月 上 旬 に 噴煙 が や や 増加 し , 自選 灰色 の 
噴煙 を 約 100m の 高き に 噴出 し た 。 火口 附 近 で は 地 
動 を 感じ , 測候所 の 地震 計 に は 火山 性 微動 を 記録 し 
Moo 

浅間 山 1953 年 12 月 の 噴火 以来 , な お 噴火 を 繰返し 
7 月 以後 の 軽井沢 測候所 で 観測 きれ た 噴火 回 数 は 次 
人 イー 


月 9 110 | 11 | 12 
噴火 回 数 | | 


と の 由 9 月 6 日 17 時 59 分 の 爆発 で は , 噴煙 を 8000m 
の 高き に あげ , 爆発 音 は 山 ろ く の 軽 井沢 で 聞え , 火 
山 灰 が 火口 か ら 北 東山 ろく に か け て 降 つた 。 

締 山 0 


若松 測候所 猪苗代 分 室 の 地震 計 に よる と 地震 回 数 は 


8 | 
内 細 還 本 可 と 


項目 (回 証 2 目 【 の We 5 衣 国 館 市 
回 計 11 回 に お よん だ 。 
樽前 山 11 月 19 日 14 時 15 分 ころ 小 噴火 し , 苦 小 牧 測 


候 所 で は 空 振 お よび 地震 を 感じ た 。 山頂 附近 に は 降 
灰 が あつ た 。 


ニー 


チタ 会 


生 事 


〇 定例 幹事 会 1954 年 9 月 14 日 
於 地震 研究 所 会 議 室 
出席 者 井上 ・ 内 田 ・ 表 ・ 笠 原 ・ 

・ 松 本 

呈 還 記 箕 以 
と 当 学 会 誌 を 以後 交換 する と と と な つた 。 

2. 文部 省 よ り 29 年 度 研究 成果 刊行 費 と し て 8 月 
9 日 “地震 '” に 10 万 円 "Journal of Physics of the 
Earth'"” に 5 万 円 の 配布 を 受け た 。 

3. 学士 会 員 の 補充 選挙 の ある ht 
学術 会 閉 よ り 学 会 に 候補 者 の 推 誰 を 求め られ る 
ERR 
間 人 上 0 本 符 きせ か の rr 今 e 
の よう な 問題 に 対処 する た め 委 員 会 Pe 
審 坪 す る こと と し , 秋 の 総会 の 談 題 に 載せ る 
し た 。 な お 委員 会 の 原案 は 庶務 幹事 が 起草 5 
2277(8 
4. 7 月 幹事 会 の 際 誠 題 と な つた 中 国 の 地球 物理 


金井 ・ 佐 々 委員 長 


E 庄 Applied Mechanics Review” 


予想 きれ る の で 


研究 機関 と の 学会 誌 交 換 の 件 は と の ほど 諾 松 光 雄 氏 
より 下記 機関 に つい て の 通知 を 受け た 。 先方 へ の 之 
和 絡 は 庶務 幹事 が 取 計 うと と と な つた 。 
《⑰) 中 国 地球 物理 学会 , @ 中 国 科 学院 
0 店 国 全国 自然 科学 専門 学 連 合 会 

5. 大 地震 後 の 調査 観測 等 を 組織 化す る に 当り , 
各 大 学 ・ 研 究 機関 等 13 ケ 所 に 送 つ た 依頼 状 の 回 答 は 
NL 

質 調 ・ 科 学 博物 館 ) より あつ た 。 次 回 委員 会 まで 
RI 
に 8 

6. 現在 地球 物理 研究 連絡 委員 会 で は 
が あ 0 まお 

会 へ の 配布 を 考慮 し て も ら う よう 学会 か ら 申 し 人 
2 ( 雪 15276 

7 会 誌 の 頁 数 が 最近 基 し く 増 加 し , 各 号 の 出版 
費 が 増加 レ し て いる が , と の まま で は 会 計 面 に 困難 や 
その 対策 と し て , 1) 広告 の 掲載 


ak ン 4 過 具 2 昌 化 
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2) 会 誌 の 減 抽 , 3) 貧 助 会 員 の 勧誘 等 の 方 法 を 研究 し 
GS と 65 の 2 

8 新入 会 員 岡井 徴 , 加藤 昭 E 郎 
学 地球 物理 ) 
〇 族 時 幹事 会 10 月 4 日 
出 届 者 内 田 ・ 表 ・ 笠 原 ・ 金 

29 年 度 秋 季 学 会 に つい て 

1. 会 場 は 湯川 記念 館 と し , 11 月 2 日 より 3 日 間 
と する 。 宿泊 の 周旋 は 三木 幹事 が 行う 。 

2. 講演 会 日 租 は 次 の 通り 
2 日 午前 検 潮 ・ 重 力 ・ 測 地 

(昼食 時 に 委員 会 を 行う ) 
午後 測地 実験 地震 計 
3 日 午前 マグ ニチ ユー ド ・ 理 論 
午後 験 岩 
4 日 午前 内 部 構造 ・ 岩 石 物性 ・ 火 山 
(引き つづ き 総 会 を 行う ) 
午後 I+・U・G.. ロ ー マ 総 会 の 報告 
(終了 後 北 親 会 を 行う ) 
O 委 員 会 11 月 2 日 於 京 大 湯川 記念 館 
出席 者 飯田 ・ 表 ・ 笠 原 ・ 金 井 ・ 河 角 ・ 佐 委員 長 

・ 鈴 木 ・ 田 治 米 ・ 井 ・ 那 須 ・ 西 村 ・ 早 川 ・ 広 野 

・ 村 内 ・ 吉 山 ・( 久 保 寺 ) 

1. 委員 会 の 性 属 機能 に つい て ( 埋 事 会 提出 ) 

地震 学会 の 運営 に 関す る 審議 立案 は 総会 及び 委員 
会 に 於 て 行い , これ の 行 は 幹事 会 が 当る 旨 確 認 し 
た 。 て とれ に 伴い , 委員 会 原案 と し て 次 の 事項 を 本 会 

会 則 第 9 条 の 末尾 に 追加 する よう 11 月 4 日 の 総会 に 
提出 する と と が 決定 し た 。 

「 委員 会 は 本 会 の 重要 な る 事項 を 審議 する 」 な ね お 通 
常 総会 の 審議 で は 間に合わ ぬ 事 項 を , 委員 会 に 於 て 
如 理 すべ きか , 了 臨時 総会 を 招 人 生肉 半 NR 
判断 は 委員 長 に 一 任 し , 前 者 の 場合 は 事後 な る べく 
速め に 総会 の 承 唐 を 受 く べき 事 が 申し 合わ され た 。 

2. 田 治 米 委員 の 提案 せる 研究 費 配 分 要領 に 関す 
る 希望 事項 は 委員 会 と し て で な く , 同 委員 が 個人 的 
(に , 来る 総会 に 提案 する 事 と な つた 。 

3.。 シン ポン ジウ ム 題 目 決定 等 に つい て , 浅田 委 
員 (欠席 ) の 希望 が 鈴木 委員 に より 発表 きれ た 。 
O 委 員 会 11 月 29 日 於 震 研 会 議 室 
出席 者 浅田 ・ 飯 田 ・ 宇 佐美 ・ 表 ・ 笠 


: 原 ・ 金 井 ・ 人 
ぇ 委員 長 ・ 末 広 ・ 鈴 木 ・ 高 橋 ・ 早 川 ・ 松 沢 ・ 和 達 


(以上 東京 


於 震 研 会 議 室 


井 ・ 松 本 ・ 村 内 ・ 人 久保 寺 , 


(内 田 ) 

1. 去る 11 月 19 日 地球 物理 研 連 委 委員 長 を 囲み , 
地球 物理 学 関係 の 学会 各 代 表 が 集 り 宮 談 会 を 行 つ 
の 笠原 委員 出席 ) 関係 各 学 会 の 連絡 , 提携 

を は か る た め と の 際 地 球 物理 諸 学会 の 連合 体 を 結 
人 に > MO 
代表 者 の 意見 が 交換 され た 了 旨 , 笠原 委員 より 報告 
あつ た 。 と の 報告 に 対し 質疑 応答 が 行 は れ た 後 , 今 
年 末 に 予定 され る 次 回 連合 設立 準備 打 合 会 に 当 学 会 
と し て の 具体 案 を 提出 する 2 3 いで 
構想 を 練 つ た 上 委員 会 の 審議 に か ける と と と な つ 
た 。 な お , 上 記 小 委員 会 委員 に は 佐々 , 高橋 , 表 , 
宮村 , 金井 , 笠原 , 鈴木 , 浅田 , 末広 の 各 委 員 が 推 
職 き 衝 約 5 

2. 地球 物理 研 連 委 委 員 改 選 の 件 ( 評 題 内 容 は 11 
月 24 日 委員 各位 に 配布 せる も の ) 去る 11 月 20 日 の 主 
任 幹 事 会 に 於 て , 研 連 委 委員 の 定数 が 改訂 され た い 
き は つ に つい て 表 委 員 よ り 報 告 が あつ た 。 引き 続き 


討 誠 に 入 つ た が , 本 件 は 仙台 に お ける 総会 の 際 ( 昭 
和 26 年 ), 地球 分 科 会 と 本 会 と の 間 に 成 立 し た 了解 


事項 に 著 る し く 反 し , 特に 地震 分 科 に お ける 定数 減 
少 (地球 内 部 専任 に 関す る 件 $ 含 め て ) の 点 に 於 い 


て 承服 し 難い の で 本 会 が 選挙 依頼 を て で に 先 だ 
ち 地震 分 科 会 の 善 処 方 を 要望 する 事 に 意見 が 一 致し 


即刻 和 達 地 局 分 科 主 任 に 申入れ を 行 つた 。 
O 委 員 会 12 月 6 日 於 岩 研 会 議 室 
出席 者 浅田 ・ 井 上 ・ 宇 佐美 ・ 表 ・ 
ぇ 委員 長 ・ 未 広 ・ 高 橋 ・ 坪 井 ・ 
松沢 ・ 宮 部 ・ 宮 村 ・ 和 達 (内 田 ) 
1. 地球 物理 研 連 委 委 員 候 補 者 推薦 の 件 , 和 達 地 
岩 分 科 主 任 よ り 前 回 の 委員 会 の 申 人 れ に 対す る 回 答 
文書 が 読ま れ , 討議 に 入 つ た 。 地震 学界 の 現状 より 
見 れ ば 依然 と し て 難点 は ある けれ ども , て と れ 以 上 自 
ONー 
あり , 新 分 科 委 員 の 善処 方 を 期待 す る こと に し て , 
人員 
る と と に し た 。 次 に 新 事 熊 に 沿う 選出 を 行う 
た め の 具 体 案 が 討 半 き され た 結果 , 自 座 及 び 他 鹿 に よ 
る 候補 者 制 の 採用 等 基本 方 針 が 決定 され 選挙 管理 委 
員 と し て 表 , 笠原 , 末広 , 浅田 , 松本 が 選ば れ だ た 。 
選挙 実施 に あ た つ て の 細部 は , と れ 等 管理 委員 と 佐 
々 委員 長 の 協議 に より 決定 し , 地震 学会 委員 会 の 貴 


笠原 ・ 金 井 ・ 佐 
那須 ・ 早 川 ・ 広 野 


引受 け 


潤 
米 


任 に 於 て 実行 する こと と な つた 。 

2. 地球 物理 学会 連合 設立 の 件 , 前 回 設け られ た 
準備 小 委員 会 の 作成 し た 草案 が 提出 され た 。A 案 ( 
学会 連合 の 活動 を 比較 的 小 範囲 に 止め る も の ) こと B 
和 案 ( 同 連合 の 積極 的 活動 を 期待 する も の) の うち , 
前 者 の 方 が 地球 物理 学界 の 現状 に は 適当 で ある と 
し , 原案 を 骨子 と し て , 改め て 委員 会 草案 を 作成 し 
た 。 谷 委員 長 の 指名 に より , 表 委 員 が と の 草案 を も 
つて 第 二 回 学会 連合 準備 会 (12 月 15 日 の 予定 ) に 出 
届 す る と と と な つた 。 
〇 定例 幹事 会 1955 年 1 月 13 日 , 於 岩 研 会 議 室 
出席 者 安芸 ・ 井 上 ・ 宇 佐美 ・ 表 ・ 笠 原 ・ 金 井 ・ 宮 

村 ・ 内 田 

1. 新入 会 員 小 妹 直 吉 堀 実 (以上 岩 研 ) 吉沢 
徹 ( 京 大 ) 黒木 長 二 ・ 長 友 久 雄 ・ 中 原 好 幸 (宮崎 測 
候 所 ) 岡部 茂 ( 鳥 取 大 ) 

2. 地 物 研 連 委 地震 分 科 委員 選挙 に あたり , 12 月 
13 日 選挙 公示 廊 書 発送 , 12 月 26 日 候補 者 推薦 締切 , 
12 月 28 日 投票 用 紙 発送 を 行 つ た 。 

(と の 選挙 に つい て は 別項 参照 ) 

3. 国立 国会 図書 館 部 上 野 図書 館 よ り 会 誌 「 地 
岩 」 第 1 巻 1 号 より (2 巻 2 号 , 3 巻 + 号 除く ) 審 
贈 依 頼 が あり 審 走 の 結果 , 現在 まで の も の 及び 今後 
共に 審 贈 する 事 と な つた 。 

4. 宇佐 美 幹事 より 会 計 報告 12 月 末 現 在 , 学会 
会 計 現 在 高 , 振替 8505, 通帳 62, 785, 現金 6, 882, 
合計 78, 172 円 ) が 行わ れ た 。 次回 の 会 誌 7 巻 4 号 は 
40 真 程度 た と する と 共に 1) 賛 助 会 費 29 年 度 分 納入 信 
頼 , 2) 貧 助 会 員 の 勧誘 , 3) 会員 の 会 費 洋 納 防止 , 等 
を 主として 会 計 幹 事 に 於 て 努力 する と と と な つた 。 

5. 庄 る 12 月 15 日 に 行 は れ た 地球 物理 学会 連合 設 
立 準備 会 に お いて 決め られ た 要項 に つい て の 報告 が 
表 幹 和 事 よ りあ つた 。 と れ に 対し 地震 学会 委員 が きめ 
た 草案 内 容 の 一 部 (事業 の 企画 及び 実施 に 当 つ て の 
拒否 権 使用 に つい て ) 徹底 を 見 な いと の 申し 立て が 
あつ た 。 討議 の 結果 , 構成 各 学 会 の 主体 性 尊重 に つ 
いて は 了解 事項 と し て 含ま れ て いる が , 一 お う 次 回 
(1 月 17 日 ) 連合 結成 準備 会 に 拒否 権 の 項 を 明記 す 
る よう 申し 述べ る 事 と し た 。 な お 出 選 者 は 笠原 幹事 

6. 春季 地震 学会 の 件 。 期 日 は 5 月 上 旬 頃 。 シ ン 
ポジ ウム を 行う か 否 か , また 行う と すれ ば , その 題 
目 及び 講演 者 に つい て 委員 各位 の 意向 を 聴取 の 上 決 
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定 する 事 と な つた 。 な お これ に 関し て 1 月 22 日 ( 土 ) 
午後 1 時 より 委員 会 幹事 会 の 合同 会 を 行う と と と な 
ED 
7. 次 期 委 員 選 挙 事務 は 前 年 に 準じ て 行う こと と 
必 湾 Sa 


第 14 回 学術 講演 会 お よび 総会 
昭和 29 年 11 月 2 日 より 3 日 間 京都 大 学 湯川 記念 館 
におい て, 第 14 回 学術 講演 会 お よび 総会 が 開か れ 
た 。 講 演 申 込 が 非常 に 多く , 連日 朝 9 時 か ら 夕 方 5 
時 まで 講演 が 続き , 委員 会 の びと き は 昼食 時 を 利用 
し て 行わ ね ば な ら ぬ 程 の 盛況 で あつ た 。 4 日 の 午後 
(に は LIU.G.G. ロー マ 総 会 に 出席 され た 和 達 氏 , 坪 
井 氏 お よび 水上 氏 の 報告 が あり , 国際 的 な 学界 状 勢 
を 知る た め に 非常 に 興味 深い も の が あつ た 。 狐 に 和 
進 氏 が 1. U. G.G. 地震 分 科 の 次 期 Vice Precident 
(< 選ば れ た と と は 大 い に 鹿 賀 す べき と と で あろ う 。 
終 つ て , 4 日 の 夜 脂 親 会 が 楽 友 会 館 に お いて 行わ 
れ , 京都 情緒 の ゆたか に 盛況 で あつ た 。 
学術 講演 会 題目 は 次 の 通り で ある 。 
学術 講演 題目 
年 月 2 日 ( 火 ) 9 時 < ン 12 時 
1. 山口 生 知 ( 群 大 ) 15 分 
地震 前 後に お ける 平均 海面 の 変化 に つい て 
2. 飯田 流 事 ・ 和 田 吾 彦 (名 大 理 ) 15 分 
伊勢 洲 に お ける 海水 面 の 変化 に つい て 
3. 河 角 広 ( 岩 研 ) {5 分 
その 後 の 南 海 地 方 の 地盤 変動 
4. 江原 真 佐 (⑰ 命 館 大 ) 15 分 
四国 に 於 ける 大 構造 運動 の 分 布 に 就 て 
5. 井 忠 二 (東大 理 ・ 岩 研 ) 15 分 
日 本 に お ける 重力 異常 分 布 
6. 熊谷 直 一 ・ 阿 部 悦夫 ( 京 大 理 ) 15 分 
山頂 の 重力 より 見 た 富士 山 の 平均 密度 
7. 一 戸 時 雄 ( 京 大 理 ) 15 分 
ウゥ オル ドン 重力 計 に よる 地殻 潮汐 の 観測 
8. 長宗 留 男 ・ 泉 未 雄 (松代 地震 観測 所 ) 10 分 
松代 に 訟 ける 地殻 潮汐 の 観測 に つい て 
13 時 < ン 17 時 
9. 小沢 泉 夫 ( 京 大 防災 研 ) 15 分 
地 中 の 熱源 の た め に 生ずる 四 の 観測 
10. 伊藤 芳朗 ( 京 大 防災 研 ) 15 分 
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13. 


14. 


1 


16. 


携帯 用 傾斜 計 と その 応用 (に つい て 
赤松 殴 (東大 理 ) 15 分 

可変 イン ダク タン フス 変 換 器 の 地震 計 え の 応用 
田 望 (東大 理 ) 5 分 

爆破 地震 動 観 測 の た め の 高 感度 電磁 式 地震 計 
の 試作 

田 治 米 鏡 三 (秋田 大 鉱山 ) 15 分 

電磁 地震 計 と 電流 計 と を 直結 し た 場合 の 
Coupling の 影響 に つい て 

鈴木 次 郎 ・ 島 坦 (東北 大 理 ) 15 分 

火薬 爆発 に する 地震 動 の 波形 に つい る .( 第 2 
報 ) 
笠原 諾 一 ( 岩 研 ) 15 分 

物体 の 破壊 と 弾性 波 の 発生 

表 俊一 郎 ・ 山 崎 良雄 ( 震 研 ), 村内 必 典 ( 科 博 ) 
15 分 

諏訪 湖 湖 水中 に 発生 する 自然 震動 (第 2 報 ) 


17. 島 悦 三 ( 震 研 ) 10 分 
爆破 地震 動 の 初動 の 押し 引き に つい て 

18. 高橋 竜太 郎 ( 震 研 ) 15 分 
建築 物 の 振動 試験 に つい て 

19. 地震 研究 所 測定 正 15 分 
取 壊 中 の 高層 ビル デイ ング 振動 実験 

20. 林 了 務 ・ 荒 井 秀夫 ・ 宮 鳥 信雄 (運輸 技研 ) 15 分 
神戸 港 第 7 突堤 の 振動 測定 

11 月 3 日 ( 水 ) 9 時 < て 12 時 
21. 渡辺 偉 夫 (仙台 管区 気象 台 ) 10 分 
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23. 


24. 


20。 


26. 


津波 の 初動 より 推定 され る 津波 の Energy 
と Magnitude に つい て 
坪井 思 二 (東大 理 ) 15 分 
地震 の マグ ニチ ュ ユー ド を 定め る と と に つい て 
和 達 清 夫 ・ 広 野 卓蔵 (中 央 気象 台 ) 15 分 
近 地 地震 マグ ニチ ユー ド を 決め る 一 方 法 ( 特 
に 深 発 地震 に つい て ) 
佐久 間 修 三 (北大 理 ) 15 分 
余 岩 の マグ ニチ ュー ド 別 頻度 に つい て の 三 三 
の 注意 
浅田 敏 (東大 理 ) 10 分 
余 岩 を と も な う 地 震 の 規模 の 下限 に つい て 
神村 三郎 7 分 
最大 振幅 指数 の 推計 的 計算 例 に つい て (石本 
・ 飯 田 の 式 に 於 ける ) 


ロ 


呈 山 


27。 


28. 


29. 


30. 


31. 


32. 


393. 


34. 


9 


36. 


6 


36. 


99! 


40. 


41. 


42. 


43. 


44. 


加 


竹内 均 (東大 理 ), 小林 直 太 (中 大 工 ) 15 分 
弾性 体 表 面 上 の 波動 の 伝播 に つい て 
本 多 弘 吉 ・ 中 村 公 平 (東北 大 理 ) 10 分 

線 状 岩 源 か ら の 波動 の 伝 描 
長谷 川 博 (東大 理 ) 10 分 

析 円 壇 状 源 に 圧力 が 働く 時 の Stress 分 布 及 
び 波 動 勢 力 の 分 布 に つい て 
鈴木 次 郎 (東北 大 理 ) 10 分 

不 均質 弾性 体 中 を 伝わる Love 型 表面 濾 に つ 
(Guy 

佐藤 良輔 (東大 理 ) 15 分 

表面 地形 に よ つ て 誘発 され る Rayleigh 波 

13 時 < と 17 時 

三 東 哲夫 ( 震 研 ) 15 分 

表面 波 の 分 散 と 地殻 構造 
松本 利 松 ( 震 研 ) 10 分 

人 工 地震 に お ける 表面 波 の 分 散 
浅野 周三 ( 震 研 ) 10 分 

震源 決定 の 精度 に つい て (第 2 報 ) 
宮村 ・ 堀 ・ 辻 浦 ・ 松 本 ( 震 研 ), 新屋 (耐久 高校 ) 
今村 (海南 二 中 ), 西口 (海南 高校 ), 新谷 ・ 垣 内 
(大 成 高校 ) 10 分 

和歌 山 頻発 地震 群 の 観測 中 間 報 告 
字 津 徳治 (松代 地震 観測 所 ) 10 分 

初動 方 向 の か た より と 地殻 構造 
井上 宇 則 ・ 浜 松 音 蔵 (中 央 気象 台 ) 10 分 

近 地 地震 の 初期 微動 中 の 著しい 相 に つい て 
吉山 良一 ( 九 大 理 ) 10 分 

昭和 23 年 潮岬 南方 沖 地震 の S 波 に 就 いて 
岸本 兆 方 ( 京 大 理 ) 15 分 

地殻 構造 の 局所 性 に つい て 
宇佐 美 竜夫 ・ 市 川 政 治 ・ 小 川 辰 郎 ( 中 央 気象 台 ) 
10 分 

房総 沖 地 震 験 測 結果 ( 序 報 ) 
市 川 政治 (中 央 気象 台 ) 10 分 

日 本 附近 に お きた 若干 の 顕著 地震 の 初動 分 布 
金井 清 ・ 鈴 木 富 三郎 ( 震 研 ) 10 分 

異種 地盤 上 に 建つ 同種 建物 に お ける 地震 動 観 
測 (続報 ) 
池上 良平 (東京 学芸 大 ) 15 分 

土地 の 脈 動 の 周期 に つい て 
岸上 冬 彦 ( 震 研 ) 5 分 


東京 本 卿 に 於 ける 脈動 の 年 変化 
中 月 4 日 ( 木 ) 9 時 12 時 
45. 島津 康男 (名 大 理 ) 10 分 
Mantle の 熱 伝導 度 
46. 西武 照夫 ( 京 大 理 ) 15 分 
岩石 物性 と 地球 中 間 層 に つい て 
47. 島 通 保 ( 京 大 理 ) 15 分 
地球 内 部 の 弾性 的 性 質 (TL) 
48. 下 鈴 大 輔 ・ 村 井 勇 ( 岩 研 ) 15 分 
岩石 の 弾性 に 関す る 一 実験 
49. 久保 寺 章 ( 京 大 理 ) 15 分 
水 成 岩 の 深 き に よる 弾性 流速 度 の 変化 に つい 
d 
50. 高田 理夫 ( 京 大 防災 研 ) 15 分 
所 り 振動 と 与え た 場合 の 土 の 性 質 ( 序 報 ) 
S1. 地質 調査 所 物 探 昭和 新山 地震 探査 班 代表 者 
早川 下 選 15 分 
昭和 新山 に お ける 地震 探査 ( 概 報 ) 
52. 佐野 俊一 (地質 調査 所 ) 10 分 
昭和 新山 お よび その 周辺 の 垂直 磁力 分 布 ( 概 
報 ) 
53. 宮腰 潤一 郎 ( 京 大 理 ) 15 分 
海峡 近辺 に 於 ける 地磁気 観測 
54. 慶 松 光 雄 (金沢 大 法文 ) 15 分 
清朝 ・ 順 治 ・ 康 忠 ・ 両 朝間 に お ける 甘粛 ・ 
夏 方 面 の 大 地震 に つい て (T.M) 


憶 


総 会 
1. 会 則 変 更 の 件 
会 則 第 9 条 の 中 に , 「 委員 会 は 本 会 の 重要 な 事項 
を 審 坪 する |] と いう 廊 を 追加 し , 委員 会 の 権限 を 明 
文化 し て 民主 的 に 会 を 運営 し よう と いう 意向 に よ つ 
て , 現 委員 会 より 提出 きれ た 。 と れ ほ 対し, 和 送 , 
鹿 松 会 員 よ り , 現在 の 会 則 が , あま り に も 簡単 で あ 
る か ら , と の 際 , 会 則 変 更に 関す る 委員 会 を つく り 
会 則 を 完 選 な も の と し て は どう か と いう 案 が で て , 
委員 長 が それ を 了解 し , と の 第 9 条 中 の 追加 は や ら 
な いと と に な つた 。 
2. 報告 事項 
研究 連絡 委員 会 の 報告 
a. ロー マ 会 議 に 関す る と と は で きる だ け 詳 細 に 
「 地 震 ] に 報告 する 。 


事 
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b. 地震 分 科 委員 改選 に 関す る 件 。 

委員 会 と し て は , 地震 学会 に 委員 選出 を 委任 し 
て も る もらう よう 連絡 委員 会 委員 長 に 申込 む 。 更 に 
委員 の 数 を 現在 より も 2 名 増加 し , 地球 内 部 の 
研 究 を し て いる 学者 を 加え て も らい た いと と を 
申込 む 。 

3. 緊急 動議 

和 達 会 員 よ り 中 国 地震 学界 と の 論 女 交換 促進 
に 関す る 件 の 提案 
現在 の 状況 で は , 論文 交換 は いろ いろ 到 障 も あ 
る が , 当方 か ら 「 地 震 ] 等 の パック ナン パー な 
ど 寄 剛 し た ら ど うか と いう と と となり, 結構 な 
と と な の で , と れ を 進め る と と に な る 。 

田 治 米 会 員 よ り 研究 費 配 分 に 関す る 提案 
新制 大 学 等 で は , 文部 省 科 学研 究 費 の 交 附 を 受 
ける か 否 か と いう と と が , 学者 と し て , 研究 活 
動 の 死活 に な る の で , 研究 費 配 分 に 関し て と の 
点 を 考慮 きれ る よう に , 学会 の 名 に 於 いて 配分 
委員 会 に 申込 ん で も らい た いと いう 件 で ある が 
坪井 会 員 そ の 他 よ り , 学会 と し て その よう な 申 
込み を する と と は まず い が 委 員 長 が その 点 を 考 
慮 し て , その よう に 努力 する と いう と と が よ か 
ろう と いう と と に な り , 委員 長 も 了解 し た 。 

(S.M.) 
地震 分 科 の その 後 の 活動 


〇 昭和 29 年 8 月 21 日 , 東大 震 研 会 議 室 で 地震 分 科 の 
会 合 る か ひらき ロー マ で 会議 の 件 に つき 相談 を 行い , 日 
本 か ら 提 出 論文 は 原則 と し て 和 達 要員 が 代 読 す る て 
と ぬら し た だ 。 な お LU.G.G。 の 絵 会 に お いて 次 の まき 
う な 主旨 の 決 調 が な され る よう 本 分 科 か ら 提 案 す る 
と と を きめ た 。 即ち , 「1952 年 , ヨー ロ ツ パ 地 震 学 
会 は ヨー ロッ パ 大 陸 の うち 特に 地震 学 的 に 興味 ある 
地域 に つい て 大 爆破 に よる 地殻 構造 の 研究 が 行わ れ 
る た め に 欧洲 各国 政府 あて 勧告 を 行 つ た 。 と の と と 
は 単に ヨー ロ ツ パ ば か り で な く 世 界 全 域 に わた りな 
る べく 多く の 地点 で 地殻 構造 が 正確 に きめ られ る て 
と が 望ま ほし い の で 大 爆破 に よる 地殻 構造 の 研究 が 各 
国 に お いて 益々 科 ん に 行 は れ 得 る よう , 世界 の 各国 
政府 が と の 研究 を 援助 する と と を 勧告 する 。」 

〇 11 月 4 日 京 大 湯川 記念 館 に お いて 地震 分 科 の 会 合 
を ひら いた 。1. 佐々 委員 が 分 科 を 代表 し て 和 達 主 
任 の 【. U.G.G. ロー マ 会 議 出 誠 の 労苦 に 対し 感謝 
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ど 
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の こと と ば を の べた 。2. 和 達 主任 の ロー マ 会 議 出 遍 

の 報告 は 本 日 午後 地震 学会 の 講演 会 場 で 行 は れる も 
の を も つて 本 分 科 へ の 報告 に か へ る と と を みとめ 
た 。3. 爆破 地震 動 に よる 地殻 構造 の 研究 促進 に 関 
する 決議 が ロー マ 会 議 で 採 雇 さき され た の で と の 線 に 浴 
5 活動 が 益々 進め られ る よう 具体 案 を た て る と と を 
主任 に 一 任 し た 。4. 地震 学会 か ら の 申出 に 従い 犬 
地震 等 の 調査 を な る べく 有効 に 総合 的 に 行い うる よ 
うな 組織 を つく る た め 本 分 科 の 内 (に 小 委 員 会 等 を つ 
くる と と を 考 へ る と と を 主任 に 一 任 し た 。5. 今回 
の ロー マ の 例 鑑 み 次 回 アル ゼン チン 会 議 の と き の 
ナシ ヨナ ルレ ポー ト は , a. 主観 的 意見 は 鞭 し 控え 


る と と , b. 原稿 は 会 議 に 間に合う よう , 日 時 の 余 
容 を も つて 作成 する と と , Cc. 本 分 科 に より 


authorize され た も の が 提出 きれ る べき で ある と と 
を 申し 合せ た 。6. 近く 行 は れる 答 で ある 地球 物理 
研 連 委 の 改選 (に に あ た つ て は 本 分 科 と し て 次 の よう な 
態度 を 表明 する と と と し た 。a. 本 分 科 委 員 の 選挙 
( こ あ た つて は 選挙 権 , 被 選挙 権 共に 地震 学会 の 会 員 
に 限る 。b. 選挙 は 地震 学会 に 任 す る 。c. 本 分 
科 の 委員 の 中 少く も 2 名 が 地球 内 部 構造 の 関係 者 で 
ある と と を 希望 する 。 

O11 月 20 日 . 地球 物理 研 連 委 の 主任 幹事 会 が ひら か 
れ 同 研 連 委 改選 に あたり , 各 分 科 と も 定員 を 10 名 と 
する と と , (但し , 他 分 科 か ら も 重複 し て 推薦 を う 
け 且 つ そ の 分 科 の 方 へ 専属 する こと を 希望 する 人 が 
ある か る も る 知 れ な い の で 順位 を つけ 13 名 を 推薦 する て 
と ) と し た 。 各 分 科 共 , 委員 候補 者 の 選定 は 民主 的 
方 法 に よる と と 。 且つ その 氏名 を 昭和 30 年 1 月 15 日 
まで 現 委員 長 に 報告 すべ き と と を きめ た 。 

O 〇 12 月 6 日 , 震 研 会 議 室 に お いて 分 科 の 会 合 や ひら 
いた 。 近く 行 は れる 改選 に 関し 地震 学会 か ら , 今 臣 
の 選挙 に あたり 地震 分 科 委員 の 定員 が 減少 し た と て 


地震 分 科 と 電 震 学会 と の 間 に 成 立 し て いる 了解 事項 
(こい ち じ る し く 反 する の で 特に 考慮 し て は し いと の 
申し 入れ が あつ た の で と の 件 に つき 種々 協 評 し た 結 
果 次 の よう な 回 答 を 地震 学会 に 提出 する と と と し 
8 

地震 学会 に 対す る 回 答 

11 月 29 日 , 地震 学会 委員 長 佐 ィ 憲三 博士 より の お 
申し 出 で の 新 委員 改選 に 関す る 件 に つき 12 月 6 日 地 
震 分 科 会 を 開催 , 討議 の 結果 次 の 如く 御 回 答 を 申し 
上 げ ま す 。1. 今回 日 本 学術 会 議 地 球 物理 学研 究 連 
絡 委員 会 の 委員 改選 に つい て 11 月 20 日 の 主任 幹事 会 
( こ お て 新 定員 数 及び 選挙 方 法 に つい て は 別記 の 如く 
決定 され まし た 。 と れ に つい て 地震 分 科 主 任 及び 韓 
事 が 分 科 の 各 委 員 , ひい て は 地震 学会 の 意見 を 十分 
聞く と と な く と れ に 備 成 し 決 定 を 見 ほし た と と は 甚 
遺臣 で あり まし た 。2. し か し 右 の 決定 は 各 分 科 の 
総意 に お いて 行 は れ た も の で あり 地震 分 科 の み の 不 
満 を る つて 決定 を 変更 する と と は 今 の と と ろ 不 可能 
と 思 は れ ま す の で , 左記 (後に あげ て ある 和 達 主任 
だ か ら 坪 井 委員 長 宛 の 文書 ) の 強い 希望 を 地震 分 科 
の 決定 に お いて 研究 連絡 委員 長 に 半 出 すこ と に よ 
り , 本 件 に 対処 する と と と 致し た いと 思い ます 。 

O 〇 12 月 11 日 , 下記 の よう な 文書 を , 坪井 委員 長 宛 に 
発送 し た 。 

今回 の 委員 改選 (に際し , 定め られ た 委員 の 数 は 地 
岩 分 科 と し て は 地球 内 部 構造 関係 の 特殊 事情 $ あ り 
ーー 
は 少数 に 過ぎ る と 思わ れ ま す の で 新 委員 決定 後 本 分 
科 の 委員 数 の 適正 配置 に 関し 今 一 度 検討 きれ る よう 
新 委員 長 に 申し 送ら れる と と る ゃ 強く 希望 致し ます 。 
O 昭 和 30 年 度 文部 省 科 学研 究 費 等 分 配 審議 会 委員 候 
補 者 推薦 の た め に 選挙 を 行 つ た 結果 , 坪井 , 日 高 , 
昌 山 , 佐々 , 各 委 員 (以下 略 ) の 順位 で あつ た 。 


と は , 昭和 26 年 の 地震 学会 総会 ( 於 仙台 ) に お いて (S.O) 
H 和 30 年 3 月 25 日 E 
音 30 年 3 月 30 日 発生 第 2 朝 第 7 若 第 4 号 
_ 東京 大 学 理学 部 地球 物理 学 教室 内 
業者 地 圭 学 会 
代表 者 佐 と 3 坪 三 
東京 都 千代 田 区 富士 見 町 1 の 10 
印 避 所 株 式 会 社 国際 文献 印刷 社 
の PPj 妥 きき 所 
発行 所 東京 大 学 理学 部 さ 
人物 理学 才 訟 由 地震 学 会 


(振替 東京 11918 希 ) 


地震 学会 賛助 会 員 (順不同 ) 昭和 29 年 3 月 1 日 現在 


三井 不動 産業 株 式 会 社 
鹿島 建設 株 式 会 社 
大 成 建設 株 式 会 社 
清水 建設 株 式 会 社 


し ギ で 季 。 店 


8 
は , 
3。 


用 い , 外国 語 は 片仮名 又は 原語 を 用 いる と と . 
論説 原 知 に は 必ず 欧文 題目 と 欧文 要旨 を つけ る と と . 6. 
地名 , 人 名 の 読み に くい も の に は 振 仮名 を つ 
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地震 」 投 稿 規定 


論説 の 投稿 は , 原則 と し て , 地震 学会 で 講演 済み の も の 限る . 2. 
な る べく 机上 り 10 頁 (400 字 詰 原稿 用 紙 20 枚 位 ) 以内 と する . 


当 分 の 間 , 
原稿 は 400 字 話 原稿 用 紙 ( に 横 書 に 認 


。 等 を 明 須 に 記入 する と と . 7. 


10. 


数 字 は 漢字 を や 用い ず , アラ ビ ヤ 数 字 を 用 いる と と . 9. 
な る べく 1 行 以上 を 占領 せ ざ る 形 (例え ば , が , 


論説 の 長 さ 


。 仮名 は 平仮名 , な る べく 新 仮名 づか い を 


4. 原稿 用 紙 各 真 に 字数 を 赤字 で 明 


名 読 


挿図 は 黒 イ ン キ に て 明瞭 に 書き , 刷 上 り 寸 
法 又は 縮 率 を 必ず 記入 する と と . 吊 上 り 寸法 横 12 cm 縦 18cm 以上 に な ら な いよ う 
と 注意 する と と . 図 の 中 の 文字 は 届 上 り 1mm 以下 に な ら ぬ よう 特に 注意 する と と . 


史 


挿図 , 表 等 の 説明 に は 欧文 を 用 
引用 文献 は 最後 に 本 文中 の 引用 箇所 の 番号 を 附 し て 記載 する と と . 


計 は 脚 証 と し , 引用 箇所 の 番号 ( 短 1 の 如く ) 附 し て 別紙 に し た た め る と と . 
特殊 な 図版 は (折込 。 色刷 , アー ト 等 , 用 紙 を 含み ) 当 分 の 間 著 者 が 費用 を 負担 


別刷 は 100 部 を 贈呈 し , それ 以上 は 著者 の 負担 と する . 
寄 書 は 刷 上 り 2 頁 未 満 (400 字 詰 原 


た 


16. 


稿 用 紙 約 5 枚 ) と し , 欧文 題目 を つけ る と と . 寄 書 の 図面 は , 刷 上 り 模 6cm, 又は 
12cm (に と する よう (に 書く と と < 
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